
JP 5972998 B2 2016.8.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定することと、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上の第
２のシンボル中でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネン
トキャリアのうちの１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の第１のシンボル
中でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定すること
と、前記第２のシンボルは、前記第１のシンボルとオーバーラップする、
　前記第１のシンボル中で前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを
送信することと、
　前記アップリンクタイミンググループの数が２以上であると決定され、前記ＵＥが前記
第１および第２のシンボルのオーバーラップ部分において電力制限されるとき、前記第２
のシンボル中で前記ＳＲＳを送信するのを控えることと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記アップリンクタイミンググループの数は上位レイヤシグナリング構成に基づいて決
定される、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　ただ１つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されないとき、前記１つまたは複
数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中で前記ＳＲＳを送信することと、
　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されるとき、前記１つまたは複数
の第２のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で前記ＳＲＳを送信するのを控える
ことと、をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも２つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備えるとき、前記１つまたは
複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つ
と同時に、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でＳＲＳを送信するこ
とをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが同じアップリンクタイミンググループに関連する、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるアップリンクタイミンググループに関連する、請求項４
に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳと同時に、前記１
つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上で前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つを送信すべきかどうかを前記決定することは、ユーザ機器（ＵＥ）
が、前記ＳＲＳと同時に前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを送
信するのに電力制限されるかどうかにさらに基づく、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＵＥが電力制限されないとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つとを同時に送信することと、
　前記ＵＥが電力制限されるとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうちの
前記少なくとも１つとを同時に送信するのを控えることと、をさらに備える、請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　前記アップリンクタイミンググループの数が２以上であると決定され、前記ＵＥが前記
第１および第２のシンボルのオーバーラップ部分において電力制限されないとき、前記第
１のシンボル中で前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つと同時に、
第２のシンボル中で前記ＳＲＳを送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定することと、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミン
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グと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミ
ングとの間の差を示す情報を発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に送信することと
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項１１】
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定することと、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定することと、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つのためのタイミングアドバ
ンスコマンドを受信することと、
　前記タイミングアドバンスコマンドが適用される場合の、前記１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差に基づいて、前記タイミングアド
バンスコマンドを適用すべきかどうかを決定することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項１２】
　前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャ
リアのためのものであり、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに前記
タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリ
アのアップリンクタイミングをシフトすることと、
　をさらに備え、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　受信された前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポー
ネントキャリアのためのものであり、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングをシフトすることと、
　をさらに備え、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
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ンポーネントキャリアの両方のためのタイミングアドバンスコマンドが受信され、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャ
リアの前記アップリンクタイミングとのうちの少なくとも１つをシフトすることと、
　をさらに備え、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポー
ネントキャリアの前記アップリンクタイミングとのうちの前記少なくとも１つがシフトさ
れる、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差が前記しきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネン
トキャリアの前記アップリンクタイミングのみがシフトされる、請求項１４に記載の方法
。
【請求項１６】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定する手段と、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上の第
２のシンボル中でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネン
トキャリアのうちの１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の第１のシンボル
中でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定する手段
と、前記第２のシンボルは、前記第１のシンボルとオーバーラップする、
　前記第１のシンボル中で前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを
送信する手段と、
　前記アップリンクタイミンググループの数が２以上であると決定され、前記ＵＥが前記
第１および第２のシンボルのオーバーラップ部分において電力制限されるとき、前記第２
のシンボル中で前記ＳＲＳを送信するのを控える手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１７】
　前記アップリンクタイミンググループの数は上位レイヤシグナリング構成に基づいて決
定される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　ただ１つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されないとき、前記１つまたは複
数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中で前記ＳＲＳを送信する手段をさらに
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備え、
　前記ＳＲＳを送信する前記手段は、前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なく
とも１つが前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送
信されたとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中
で前記ＳＲＳを送信するのを控えるように構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　少なくとも２つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備えるとき、前記１つまたは
複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つ
と同時に、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳを送信す
る手段をさらに備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが同じアップリンクタイミンググループに関連する、請求項１９
に記載の装置。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるアップリンクタイミンググループに関連する、請求項１
９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳと同時に、前記１
つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上で前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定する前記手段は、ユーザ機器（ＵＥ）
が、前記ＳＲＳと同時に前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを送
信するのに電力制限されるかどうかにさらに基づく、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ＳＲＳを送信する前記手段は、
　前記ＵＥが電力制限されないとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つとを同時に送信することと、
　前記ＵＥが電力制限されるとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうちの
前記少なくとも１つとを同時に送信するのを控えることとを行うように構成された、請求
項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定する手段と、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定する手段と、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミン
グと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミ
ングとの間の差を示す情報を発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に送信する手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２５】
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定する手段と、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
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ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定する手段と、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つのためのタイミングアドバ
ンスコマンドを受信する手段と、
　前記タイミングアドバンスコマンドが適用される場合の、前記１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差に基づいて、前記タイミングアド
バンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２６】
　前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャ
リアのためのものであり、
　前記タイミングアドバンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する前記手段は、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに前記
タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリ
アのアップリンクタイミングをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　受信された前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポー
ネントキャリアのためのものであり、
　前記タイミングアドバンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する前記手段は、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第１のコ
ンポーネントキャリアの両方のためのタイミングアドバンスコマンドが受信され、
　前記タイミングアドバンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する前記手段は、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
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前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャ
リアの前記アップリンクタイミングとのうちの少なくとも１つをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポー
ネントキャリアの前記アップリンクタイミングとのうちの前記少なくとも１つがシフトさ
れる、
　請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差が前記しきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネン
トキャリアの前記アップリンクタイミングのみがシフトされる、請求項２８に記載の装置
。
【請求項３０】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定することと、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上の第
２のシンボル中でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネン
トキャリアのうちの１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の第１のシンボル
中でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定すること
と、前記第２のシンボルは、前記第１のシンボルとオーバーラップする、
　前記第１のシンボル中で前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを
送信することと、
　前記アップリンクタイミンググループの数が２以上であると決定され、前記ＵＥが前記
第１および第２のシンボルのオーバーラップ部分において電力制限されるとき、前記第２
のシンボル中で前記ＳＲＳを送信するのを控えることと、
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３１】
　前記アップリンクタイミンググループの数が上位レイヤシグナリング構成に基づいて決
定される、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　ただ１つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記処理システムは、前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前
記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されないと
き、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中で前記ＳＲＳを
送信するように構成され、
　前記処理システムは、前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前
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記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されるとき
、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で前記ＳＲＳ
を送信するのを控えるように構成された、請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　少なくとも２つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記処理システムは、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つ
または複数の第２のコンポーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備える
とき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報の
うちの少なくとも１つと同時に、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上
で前記ＳＲＳを送信するように構成された、請求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが同じアップリンクタイミンググループに関連する、請求項３３
に記載の装置。
【請求項３５】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるアップリンクタイミンググループに関連する、請求項３
３に記載の装置。
【請求項３６】
　前記処理システムは、ユーザ機器（ＵＥ）が、前記ＳＲＳと同時に前記データまたは前
記制御情報のうちの前記少なくとも１つを送信するのに電力制限されるかどうかにさらに
基づいて、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳと同時に
、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上で前記データまたは前記制御情
報のうちの前記少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定するように構成された、請求
項３３に記載の装置。
【請求項３７】
　前記処理システムは、
　前記ＵＥが電力制限されないとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つとを同時に送信することと、
　前記ＵＥが電力制限されるとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうちの
前記少なくとも１つとを同時に送信するのを控えることと、
　を行うように構成された、請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定することと、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミン
グと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミ
ングとの間の差を示す情報を発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に送信することと、
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３９】
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
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プロセッサは、
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定することと、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定することと、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つのためのタイミングアドバ
ンスコマンドを受信することと、
　前記タイミングアドバンスコマンドが適用される場合の、前記１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差に基づいて、前記タイミングアド
バンスコマンドを適用すべきかどうかを決定することと、
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項４０】
　前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャ
リアのためのものであり、
　前記処理システムは、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに前記
タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリ
アのアップリンクタイミングをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングがシフトされる、
　請求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
　受信された前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポー
ネントキャリアのためのものであり、
　前記処理システムは、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　請求項３９に記載の装置。
【請求項４２】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第１のコ
ンポーネントキャリアの両方のためのタイミングアドバンスコマンドが受信され、
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　前記処理システムは、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャ
リアの前記アップリンクタイミングとのうちの少なくとも１つをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポー
ネントキャリアの前記アップリンクタイミングとのうちの前記少なくとも１つはシフトさ
れる、
　請求項３９に記載の装置。
【請求項４３】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差が前記しきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネン
トキャリアの前記アップリンクタイミングのみがシフトされる、請求項４２に記載の装置
。
【請求項４４】
　ユーザ機器（ＵＥ）のコンピュータ可読記憶媒体であって、
　少なくとも１つのプロセッサで実行されたとき、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定し、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上の第
２のシンボル中でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネン
トキャリアのうちの１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の第１のシンボル
中でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定し、前記
第２のシンボルは、前記第１のシンボルとオーバーラップする、
　前記第１のシンボル中で前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを
送信し、
　前記アップリンクタイミンググループの数が２以上であると決定され、前記ＵＥが前記
第１および第２のシンボルのオーバーラップ部分において電力制限されるとき、前記第２
のシンボル中で前記ＳＲＳを送信するのを控える
　動作を実行させるコードを記憶する、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４５】
　前記アップリンクタイミンググループの数が上位レイヤシグナリング構成に基づいて決
定される、請求項４４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４６】
　ただ１つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記コンピュータ可読媒体は、前記少なくとも１つのプロセッサで実行されたとき、前
記少なくとも１つのプロセッサに、
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　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されないとき、前記１つまたは複
数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中で前記ＳＲＳを送信し、
　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されるとき、前記１つまたは複数
の第２のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で前記ＳＲＳを送信するのを控える
　動作を実行させるコードをさらに記憶する、請求項４４に記載のコンピュータ可読記憶
媒体。
【請求項４７】
　少なくとも２つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備えるとき、前記１つまたは
複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つ
と同時に、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でＳＲＳを送信するこ
とをさらに記憶する、請求項４４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４８】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが同じアップリンクタイミンググループに関連する、請求項４７
に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４９】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるアップリンクタイミンググループに関連する、請求項４
７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５０】
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳと同時に、前記１
つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上で前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定することは、ユーザ機器（ＵＥ）が、
前記ＳＲＳと同時に前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを送信す
るのに電力制限されるかどうかにさらに基づく、請求項４７に記載のコンピュータ可読記
憶媒体。
【請求項５１】
　前記コンピュータ可読記憶媒体は、前記少なくとも１つのプロセッサで実行されたとき
、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　前記ＵＥが電力制限されないとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つとを同時に送信し、
　前記ＵＥが電力制限されるとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうちの
前記少なくとも１つとを同時に送信するのを控える
　動作を実行させるコードをさらに記憶する、請求項５０に記載のコンピュータ可読記憶
媒体。
【請求項５２】
　ユーザ機器（ＵＥ）のコンピュータ可読記憶媒体であって、
　少なくとも１つのプロセッサで実行されたとき、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定し、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定し、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミン
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グと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミ
ングとの間の差を示す情報を発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に送信する
　動作を実行させるコードを記憶する、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５３】
　ユーザ機器（ＵＥ）のコンピュータ可読記憶媒体であって、
　少なくとも１つのプロセッサで実行されたとき、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定し、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定し、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つのためのタイミングアドバ
ンスコマンドを受信し、
　前記タイミングアドバンスコマンドが適用される場合の、前記１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差に基づいて、前記タイミングアド
バンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する
　動作を実行させるコードを記憶する、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５４】
　前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャ
リアのためのものであり、
　前記コンピュータ可読記憶媒体は、前記少なくとも１つのプロセッサで実行されたとき
、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに前記
タイミングアドバンスコマンドを適用し、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリ
アのアップリンクタイミングをシフトする
　動作を実行させるコード
　をさらに記憶し、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングがシフトされる、
　請求項５３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５５】
　受信された前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポー
ネントキャリアのためのものであり、
　前記コンピュータ可読記憶媒体は、前記少なくとも１つのプロセッサで実行されたとき
、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記タイミングアドバンスコマンドを適用し、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングをシフトする
　動作を実行させるコード
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　をさらに記憶し、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　請求項５３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５６】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第１のコ
ンポーネントキャリアの両方のためのタイミングアドバンスコマンドが受信され、
　前記コンピュータ可読記憶媒体は、前記少なくとも１つのプロセッサで実行されたとき
、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用し、
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用し、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャ
リアの前記アップリンクタイミングとのうちの少なくとも１つをシフトする
　動作を実行させるコード
　をさらに記憶し、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポー
ネントキャリアの前記アップリンクタイミングとのうちの前記少なくとも１つがシフトさ
れる、
　請求項５３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５７】
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差が前記しきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネン
トキャリアの前記アップリンクタイミングのみがシフトされる、請求項５６に記載のコン
ピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、その全文が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１２年１月２７
日に出願された「Physical Layer Issues Related To Multi-TA Group Support」と題す
る米国仮出願第６１／５９１，８２７号、２０１２年２月３日に出願された「Physical L
ayer Issues Related To Multi-TA Group Support」と題する米国仮出願第６１／５９４
，９８０号、および２０１３年１月１４日に出願された「PHYSICAL LAYER ISSUES RELATE
D TO MULTI-TA GROUP SUPPORT」と題する米国特許出願第１３／７４１，２２６号の利益
を主張する。
【技術分野】
【０００２】
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　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、複数のタイミ
ングアドバンスグループに関連するタイミング問題に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ：user equipment
）のための通信をサポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウ
ンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向
リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）
はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本明細書では、複数のタイミングアドバンスグループを定義するワイヤレス通信
システムにおける物理レイヤ問題を解決するための技法について説明する。本開示の一態
様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。本装置は、複数
のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの数を決
定し、アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、当該複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ：sounding reference signal）と同時に、当該複数のコ
ンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデー
タまたは制御情報のうちの少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定し得る。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様では、上記アップリンクタイミンググループの数は、上位レイヤ
シグナリング構成に基づいて決定される。
【０００７】
　[0007]本開示の一態様では、ただ１つのアップリンクタイミンググループが決定され、
データまたは制御情報のうちの少なくとも１つが１つまたは複数の第１のコンポーネント
キャリア上のシンボル中で送信されないとき、ＳＲＳは、１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリア上のシンボル中で送信される。データまたは制御情報のうちの少なくと
も１つが１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上のシンボル中で送信されると
き、ＳＲＳは、１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中での送信
を保留にされ得る。
【０００８】
　[0008]本開示の一態様では、少なくとも２つのアップリンクタイミンググループが決定
され、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備えるとき、１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つと同時に
、１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でＳＲＳを送信することをさらに備
える。１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアとは同じアップリンクタイミンググループに関連し得る。１つまたは複
数の第１のコンポーネントキャリアと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアと
は異なるアップリンクタイミンググループに関連し得る。１つまたは複数の第２のコンポ
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ーネントキャリア上でＳＲＳと同時に、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア
上でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを送信すべきかどうかの決定は、ユー
ザ機器（ＵＥ）が、ＳＲＳと同時にデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを送信
するのに電力制限されるかどうかに基づき得る。
【０００９】
　[0009]本開示の一態様では、ＵＥが電力制限されないとき、ＳＲＳとデータまたは制御
情報のうちの少なくとも１つとは同時に送信され得る。ＵＥが電力制限されるとき、ＳＲ
Ｓは、データまたは制御情報のうちの少なくとも１つと同時に送信されない。
【００１０】
　[0010]本開示の一態様では、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアに関連す
るアップリンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアに関連する
アップリンクタイミングとの間の差を示す情報が発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に送信され得
る。
【００１１】
　[0011]本開示の一態様では、複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つの
ためのタイミングアドバンスコマンドが受信され得る。タイミングアドバンスコマンドが
適用される場合、適用後の、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリ
ンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミ
ングとの間の差に基づいてタイミングアドバンスコマンドを適用すべきかどうかが決定さ
れ得る。タイミングアドバンスコマンドは１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリ
アのためのものであり得、タイミングアドバンスコマンドは、１つまたは複数の第１のコ
ンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに適用され得る。１つまたは複数の第１
のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポー
ネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差がしきい値よりも大きいとき、第１
および／または第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングはシフトされ得
る。当該しきい値以下である、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップ
リンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタイ
ミングとの間の差を取得するために、アップリンクタイミングはシフトされ得る。タイミ
ングアドバンスコマンドは、第１または第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタ
イミングに適用され得る。
【００１２】
　[0012]本開示の一態様では、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップ
リンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタイ
ミングとの間の差がしきい値よりも大きいとき、第１のコンポーネントキャリアと第２の
コンポーネントキャリアとのうちの１つのアップリンクタイミングのみがシフトされる。
本開示の様々な態様および特徴について以下でさらに詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】電気通信システムの一例を概念的に示すブロック図。
【図２】電気通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を概念的に示すブロ
ック図。
【図３】本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を概念的に
示すブロック図。
【図４】連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図５】非連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図６】ＭＡＣレイヤデータアグリゲーションを開示する図。
【図７】コンポーネントキャリアの構成を示すブロック図。
【図８Ａ】非同期ダウンリンクコンポーネントキャリアタイミングと同期アップリンクコ
ンポーネントキャリアタイミングとを示す図。
【図８Ｂ】非同期ダウンリンクキャリアとアップリンクコンポーネントキャリアとのため
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のコンポーネントキャリアタイミングを示す図。
【図９】ＴＡグループを示すブロック図。
【図１０】コンポーネントキャリア間のタイミング差の影響を示す図。
【図１１Ａ】ＳＲＳ衝突回避方式の一例を示す図。
【図１１Ｂ】ＳＲＳ衝突回避方式の別の例を示す図。
【図１１Ｃ】ＳＲＳ衝突回避方式の別の例を示す図。
【図１１Ｄ】ＳＲＳ衝突回避方式の別の例を示す図。
【図１２】短持続時間ＳＲＳ衝突を生じる短期間シンボルオーバーラップを示す図。
【図１３】データまたは制御情報とのＳＲＳの同時送信を示す図。
【図１４Ａ】ＴＡグループ間のタイミングオフセットの存在下でのＵｐＰＴＳとのＳＲＳ
の同時送信の一例を示す図。
【図１４Ｂ】ＴＡグループ間のタイミングオフセットの存在下でのＵｐＰＴＳとのＳＲＳ
の別の例示的な同時送信を示す図。
【図１５】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１６】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１７】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１８】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを示す
概念データフロー図。
【図１９】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0037]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１５】
　[0038]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使
用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用
される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄ
ｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（
登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００
、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル
通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤ
ＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバン
ド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡ
Ｘ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得る。Ｕ
ＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（
ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴ
Ｅアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースで
ある。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３
世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されて
いる。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」
（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、
上記のワイヤレスネットワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークお
よび無線技術のために使用され得る。明快のために、本技法のいくつかの態様について以
下ではＬＴＥに関して説明し、以下の説明の大部分でＬＴＥ用語を使用する。
【００１６】
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　[0039]図１に、ＬＴＥネットワークであり得るワイヤレス通信ネットワーク１００を示
す。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０と他
のネットワークエンティティとを含み得る。ｅノードＢは、ＵＥと通信する局であり得、
基地局、アクセスポイントなどと呼ばれることもある。ノードＢは、ＵＥと通信する局の
別の例である。
【００１７】
　[0040]各ｅＮＢ１１０は、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。３ＧＰＰ
では、「セル」という用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅＮＢのカ
バレージエリアおよび／またはこのカバレージエリアをサービスしているｅＮＢサブシス
テムを指すことがある。
【００１８】
　[0041]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば
、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加
入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地
理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たと
えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Closed Subscriber Group）中のＵＥ、自宅内のユ
ーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅ
ＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ば
れることがある。フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼
ばれることがある。図１に示す例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂおよび１１０ｃは、そ
れぞれマクロセル１０２ａ、１０２ｂおよび１０２ｃのためのマクロｅＮＢであり得る。
ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘのためのピコｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｙお
よび１１０ｚは、それぞれフェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのためのフェムトｅＮＢ
であり得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、３つの）セルをサポートし得る。
【００１９】
　[0042]ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上流局（
たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータおよび／または他の情報の送信を受信し、その
データおよび／または他の情報の送信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送る局
である。中継局はまた、他のＵＥに対する送信を中継するＵＥであり得る。図１に示す例
では、中継局１１０ｒは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を容易にするため
に、ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し得る。中継局は、リレーｅＮＢ、リレー
などと呼ばれることもある。
【００２０】
　[0043]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどを含む異種ネットワークであり得る。こ
れらの様々なタイプのｅＮＢは、様々な送信電力レベル、様々なカバレージエリア、およ
びワイヤレスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有し得る。たとえば、マ
クロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有し得るが、ピコｅＮＢ
、フェムトｅＮＢ、およびリレーは、より低い送信電力レベル（たとえば、１ワット）を
有し得る。
【００２１】
　[0044]ワイヤレスネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送
信はほぼ時間的にそろう。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを有し
得、異なるｅＮＢからの送信は時間的にそろわない。本明細書で説明する技法は、同期動
作と非同期動作の両方のために使用され得る。
【００２２】
　[0045]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらのｅＮＢ
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に対し調整および制御を提供し得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホール
を介してｅＮＢ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、ワイヤレスバック
ホールまたはワイヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る。
【００２３】
　[0046]ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅは固定または移動であり得る。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、局などと呼ば
れることもある。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム
、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コード
レスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。図１
において、両矢印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上での、ＵＥ
と、そのＵＥをサービスするように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮＢとの間の所
望の送信を示す。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉送信を示す。
【００２４】
　[0047]ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、ア
ップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦ
ＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼ばれる複
数（Ｋ）個の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得る。概
して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間領域で送ら
れる。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はシス
テム帯域幅に依存し得る。たとえば、サブキャリアの間隔は１５ｋＨｚであり得、（「リ
ソースブロック」と呼ばれる）最小リソース割振りは１２個のサブキャリア（または１８
０ｋＨｚ）であり得る。したがって、公称ＦＦＴサイズは、１．２５、２．５、５、１０
または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対してそれぞれ１２８、２５６、５
１２、１０２４または２０４８に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サブバンドに
区分され得る。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚ（すなわち、６つのリソースブロ
ック）をカバーし得、１．２５、２．５、５、１０または２０ＭＨｚのシステム帯域幅に
対してそれぞれ１、２、４、８または１６個のサブバンドがあり得る。
【００２５】
　[0048]図２に、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造を示す。ダウンリ
ンクの送信タイムラインは、無線フレームの単位に区分され得る。各無線フレームは、所
定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、０～９のインデックスをもつ
１０個のサブフレームに区分され得る。各サブフレームは２つのスロットを含み得る。し
たがって、各無線フレームは、０～１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含み得
る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、たとえば、（図２に示すように）ノーマルサイ
クリックプレフィックスの場合は７つのシンボル期間、または拡張サイクリックプレフィ
ックスの場合は６個のシンボル期間を含み得る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル期
間には０～２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得る。利用可能な時間周波数リソース
はリソースブロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロット中でＮ個の
サブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００２６】
　[0049]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ：prim
ary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization si
gnal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、図２に示すように、それぞれ
、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサブフレーム０および５
の各々中のシンボル期間６および５中で送られ得る。同期信号は、セル検出および捕捉（
acquisition）のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロッ
ト１中のシンボル期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を送り得る
。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００２７】
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　[0050]ｅＮＢは、図２の第１のシンボル期間全体において示されているが、各サブフレ
ームの第１のシンボル期間の一部のみの中で物理制御フォーマットインジケータチャネル
（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）を送り得る。ＰＣＦＩ
ＣＨは、制御チャネルのために使用されるいくつか（Ｍ個）のシンボル期間を搬送し得、
ただし、Ｍは、１、２または３に等しく、サブフレームごとに変化し得る。Ｍはまた、た
とえば、リソースブロックが１０個未満である小さいシステム帯域幅の場合、４に等しく
なり得る。図２に示す例では、Ｍ＝３である。ｅＮＢは、各サブフレームの最初のＭ個の
シンボル期間の中で（図２ではＭ＝３）、物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣ
Ｈ）と物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）とを送信し得る。ＰＨＩＣＨは、ハ
イブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）をサポートするための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨ
は、ＵＥのためのアップリンクおよびダウンリンクリソース割振りに関する情報と、アッ
プリンクチャネルのための電力制御情報とを搬送し得る。図２の第１のシンボル期間の中
には示されていないが、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨは、第１のシンボル期間の中にも含
まれることを理解されたい。同様に、ＰＨＩＣＨおよびＰＤＣＣＨはまた、図２にはその
ようには示されていないが、第２のシンボル期間と第３のシンボル期間の両方の中にある
。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間中に物理ダウンリンク共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のためにスケジ
ュールされたＵＥのためのデータを搬送し得る。ＬＴＥにおける様々な信号およびチャネ
ルは、公開されている「Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physi
cal Channels and Modulation」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に記載されてい
る。
【００２８】
　[0051]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いてＰＳＳ、ＳＳＳおよびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られる
各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り
得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤＣＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳＣＨを
送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ
、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＣＣＨ
を送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００２９】
　[0052]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素は、１つのシンボル期間中に１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または複
素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。各シンボル期間中に基
準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ：resource
 element group）に構成され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間中に４つのリソース
要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、周波数上でほぼ等しく離間
され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の構成可能なシン
ボル期間において、周波数上で拡散され得る、３つのＲＥＧを占有し得る。たとえば、Ｐ
ＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間０に属するか、またはシンボル期
間０、１および２に拡散され得る。ＰＤＣＣＨは、最初のＭ個のシンボル期間において、
利用可能なＲＥＧから選択され得る、９、１８、３２または６４個のＲＥＧを占有し得る
。ＲＥＧのいくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに対して許され得る。
【００３０】
　[0053]ＵＥは、ＰＨＩＣＨとＰＣＦＩＣＨとのために使用される特定のＲＥＧを知り得
る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨについてＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索すべき組合せ
の数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して許される組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは、ＵＥ
が探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００３１】
　[0054]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内にあり得る。そのＵＥをサービスするため
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に、これらのｅＮＢのうちの１つが選択され得る。サービングｅＮＢは、受信電力、経路
損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）など、様々な基準に基づいて選択され得る。
【００３２】
　[0055]図３に、図１の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１０と
、図１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０との設計のブロック図を示す。制限付き
関連付けシナリオの場合、基地局１１０は図１のマクロｅＮＢ１１０ｃであり得、ＵＥ１
２０はＵＥ１２０ｙであり得る。基地局１１０はまた、何らかの他のタイプの基地局であ
り得る。基地局１１０はアンテナ６３４ａ～６３４ｔを装備し得、ＵＥ１２０はアンテナ
６５２ａ～６５２ｒを装備し得る。
【００３３】
　[0056]基地局１１０において、送信プロセッサ６２０は、データソース６１２からデー
タを受信し、コントローラ／プロセッサ６４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。データ
は、ＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。プロセッサ６２０は、データと制御情報と
を処理（たとえば、符号化およびシンボルマッピング）して、それぞれデータシンボルと
制御シンボルとを取得し得る。プロセッサ６２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、お
よびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（
ＭＩＭＯ）プロセッサ６３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、およ
び／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、
出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）６３２ａ～６３２ｔに与え得る。各変調器６
３２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理
して、出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器６３２はさらに、出力サンプルス
トリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコン
バート）して、ダウンリンク信号を取得し得る。変調器６３２ａ～６３２ｔからのダウン
リンク信号は、それぞれアンテナ６３４ａ～６３４ｔを介して送信され得る。
【００３４】
　[0057]ＵＥ１２０において、アンテナ６５２ａ～６５２ｒは、基地局１１０からダウン
リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）６５４ａ～６５４ｒに
与え得る。各復調器６５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増
幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し得る。各復調器
６５４は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルをさらに処理して、受信シ
ンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器６５６は、すべての復調器６５４ａ～６５４ｒから
受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、
検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ６５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復
調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０の復号されたデータをデータシンク
６６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ６８０に与え得る。
【００３５】
　[0058]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ６６４は、データソ
ース６６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、コントロ
ーラ／プロセッサ６８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理
し得る。プロセッサ６６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プ
ロセッサ６６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ６６６に
よってプリコードされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器６５４ａ
～６５４ｒによって処理され、基地局１１０に送信され得る。基地局１１０において、Ｕ
Ｅ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ６３４によって受信され、復調器６３２に
よって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器６３６によって検出され、さらに受信
プロセッサ６３８によって処理されて、ＵＥ１２０によって送られた復号されたデータお
よび制御情報が取得され得る。プロセッサ６３８は、復号されたデータをデータシンク６
３９に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ６４０に与え得る。
【００３６】
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　[0059]コントローラ／プロセッサ６４０および６８０は、それぞれ基地局１１０および
ＵＥ１２０における動作を指示し得る。基地局１１０におけるプロセッサ６４０および／
または他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で説明する技法のための様々なプロ
セスを実行するか、またはその実行を指示し得る。ＵＥ１２０におけるプロセッサ６８０
および／または他のプロセッサおよびモジュールはまた、図４および図５に示す機能ブロ
ック、および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行するか、また
はその実行を指示し得る。メモリ６４２および６８２は、それぞれ基地局１１０およびＵ
Ｅ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ６４４は、
ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジュール
し得る。
【００３７】
　[0060]一構成では、ワイヤレス通信のためのＵＥ１２０は、ＵＥの接続モード中に干渉
基地局からの干渉を検出するための手段と、干渉基地局の得られたリソースを選択するた
めの手段と、得られたリソース上の物理ダウンリンク制御チャネルの誤り率を取得するた
めの手段と、誤り率が所定のレベルを超えたことに応答して実行可能である、無線リンク
障害を宣言するための手段とを含む。一態様では、上述の手段は、上述の手段によって具
陳される機能を実行するように構成された、（１つまたは複数の）プロセッサ、コントロ
ーラ／プロセッサ６８０、メモリ６８２、受信プロセッサ６５８、ＭＩＭＯ検出器６５６
、復調器６５４ａ、およびアンテナ６５２ａであり得る。別の態様では、上述の手段は、
上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成されたモジュールまたは任意の
装置であり得る。
【００３８】
　キャリアアグリゲーション
　[0061]ＬＴＥアドバンストＵＥは、各方向において送信のために使用される最高合計１
００Ｍｈｚ（５つのコンポーネントキャリア）のキャリアアグリゲーションにおいて割り
振られた、最高２０Ｍｈｚ帯域幅のスペクトルを使用する。概して、アップリンク上では
ダウンリンクよりも少ないトラフィックが送信され、したがって、アップリンクスペクト
ル割振りはダウンリンク割振りよりも小さくなり得る。たとえば、２０Ｍｈｚがアップリ
ンクに割り当てられる場合、ダウンリンクは１００Ｍｈｚを割り当てられ得る。これらの
非対称ＦＤＤ割当ては、スペクトルを節約し、ブロードバンド加入者による一般に非対称
な帯域利用にぴったり合う。
【００３９】
　キャリアアグリゲーションタイプ
　[0062]ＬＴＥアドバンストモバイルシステムのために、２つのタイプのキャリアアグリ
ゲーション（ＣＡ：carrier aggregation）方法、すなわち、連続ＣＡおよび非連続ＣＡ
が提案されている。それらを図４および図５に示す。非連続ＣＡは、複数の利用可能なコ
ンポーネントキャリアが周波数帯域に沿って分離されたときに生じる（図５）。一方、連
続ＣＡは、複数の利用可能なコンポーネントキャリアが互いに隣接するときに生じる（図
４）。非連続ＣＡと連続ＣＡの両方は、ＬＴＥアドバンストＵＥの単一ユニットを処理す
るために複数のＬＴＥ／コンポーネントキャリアをアグリゲートする。
【００４０】
　[0063]ＬＴＥアドバンストＵＥにおける非連続ＣＡでは、周波数帯域に沿ってキャリア
が分離されるので、複数のＲＦ受信ユニットと複数のＦＦＴとが配備され得る。非連続Ｃ
Ａは、大きい周波数範囲にわたる複数の分離されたキャリア上でのデータ送信をサポート
するので、周波数帯域が異なると、伝搬経路損失、ドップラーシフトおよび他の無線チャ
ネル特性が大いに変わり得る。
【００４１】
　[0064]したがって、非連続ＣＡ手法の下でブロードバンドデータ送信をサポートするた
めに、異なるコンポーネントキャリアのためのコーディング、変調および送信電力を適応
的に調整するための方法が使用され得る。たとえば、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）が各コン
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ポーネントキャリア上で固定の送信電力を有するＬＴＥアドバンストシステムでは、各コ
ンポーネントキャリアの実効カバレージまたはサポート可能な変調およびコーディングが
異なり得る。
【００４２】
　データアグリゲーション方式
　[0065]図６に、国際モバイル電気通信（ＩＭＴ：International Mobile Telecommunica
tion）アドバンストシステムのために媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤにおいて異なる
コンポーネントキャリアからの送信ブロック（ＴＢ：transmission block）をアグリゲー
トすることを示す。ＭＡＣレイヤデータアグリゲーションでは、各コンポーネントキャリ
アは、ＭＡＣレイヤ中にそれ自体の独立したハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）エン
ティティを有し、物理レイヤ中にそれ自体の送信構成パラメータ（たとえば、送信電力、
変調およびコーディング方式、ならびに複数のアンテナ構成）を有する。同様に、物理レ
イヤでは、コンポーネントキャリアごとに１つのＨＡＲＱエンティティが与えられる。
【００４３】
　制御シグナリング
　[0066]概して、複数のコンポーネントキャリアのために制御チャネルシグナリングを展
開するための３つの異なる手法がある。第１は、ＬＴＥシステムにおける制御構造の軽微
な変更を伴い、各コンポーネントキャリアは、それ自体のコード化制御チャネルを与えら
れる。
【００４４】
　[0067]第２の方法は、異なるコンポーネントキャリアの制御チャネルをジョイントコー
ディングし、専用のコンポーネントキャリア中に制御チャネルを展開することを伴う。複
数のコンポーネントキャリアのための制御情報は、この専用制御チャネルにおいてシグナ
リングコンテンツとして統合され得る。その結果、ＬＴＥシステムにおける制御チャネル
構造との後方互換性が維持されながら、ＣＡのシグナリングオーバーヘッドが低減する。
【００４５】
　[0068]異なるコンポーネントキャリアのための複数の制御チャネルは、ジョイントコー
ディングされ、次いで、第３のＣＡ方法によって形成された周波数帯域全体にわたって送
信される。この手法は、ＵＥ側における高い電力消費量という犠牲を払って、制御チャネ
ルにおける低いシグナリングオーバーヘッドと高い復号性能とを提供する。ただし、この
方法はＬＴＥシステムとの互換性がない。
【００４６】
　ハンドオーバ制御
　[0069]国際モバイル電気通信アドバンスト（ＩＭＴアドバンスト）要件に準拠するＵＥ
のためにＣＡが使用されるとき、複数のセルにわたるハンドオーバプロシージャ中に送信
連続性をサポートすることが好ましい。しかしながら、特定のＣＡ構成およびサービス品
質（ＱｏＳ）要件とともに、入来ＵＥのために十分なシステムリソース（すなわち、良好
な送信品質をもつコンポーネントキャリア）を確保することが、次のｅＮＢにとって難し
いことがある。この理由は、２つ（またはそれ以上）の隣接するセル（ｅＮＢ）のチャネ
ル状態が、特定のＵＥについて異なり得るからである。１つの手法では、ＵＥは、各隣接
するセルにおいてただ１つのコンポーネントキャリアのパフォーマンスを測定する。これ
は、ＬＴＥシステムにおけるのと同様の測定遅延、複雑さ、およびエネルギー消費を与え
る。対応するセルにおける他のコンポーネントキャリアのパフォーマンスの推定は、この
１つのコンポーネントキャリアの測定結果に基づき得る。この推定に基づいて、ハンドオ
ーバ決定および送信構成が決定され得る。
【００４７】
　[0070]様々な実施形態によれば、（キャリアアグリゲーションとも呼ばれる）マルチキ
ャリアシステムにおいて動作しているＵＥは、「１次キャリア」と呼ばれることがある同
じ１つのキャリア上で、制御およびフィードバック機能など、複数のキャリアのいくつか
の機能をアグリゲートするように構成される。サポートのために１次キャリアに依存する
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残りのキャリアは、関連する２次キャリアと呼ばれる。たとえば、ＵＥは、オプションの
専用チャネル（ＤＣＨ）、スケジュールされない許可（nonscheduled grant）、物理アッ
プリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、および／または物理ダウンリンク制御チャネル（
ＰＤＣＣＨ）によって提供される制御機能などの制御機能をアグリゲートし得る。ＵＥは
、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を使用して１次チャネル中に肯定応答／
否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＫ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）およびスケジューリ
ング要求（ＳＲ：scheduling request）などの制御信号を与え得る。シグナリングおよび
ペイロードは、ダウンリンク上でｅＮＢによってＵＥに、ならびにアップリンク上でＵＥ
によってｅＮＢに送信され得る。
【００４８】
　[0071]いくつかの実施形態では、複数の１次キャリアが存在し得る。さらに、ＬＴＥ　
ＲＲＣプロトコルの３ＧＰＰ技術仕様３６．３３１に記載されているものなど、レイヤ２
プロシージャである物理チャネル確立および無線リンク障害（radio link failure）ＲＬ
Ｆプロシージャを含む、ＵＥの基本動作に影響を及ぼすことなしに、２次キャリアが追加
または削除され得る。
【００４９】
　[0072]指定された１次キャリアおよび１つまたは複数の２次キャリアを含む、複数のコ
ンポーネントキャリアがＵＥのために定義され得る。図７に、ダウンリンクコンポーネン
トキャリア７００とアップリンクコンポーネントキャリア７１０との一構成を示す。アッ
プリンク１次キャリア７１２は、上位レベルプロトコルモジュールによって半静的に構成
され得る。１次キャリア７１２は、ＡＣＫ／ＮＡＫ、ＣＱＩ、およびＳＲなどの制御信号
を送信するためにＰＵＣＣＨを含み得る。一般に、ＰＵＣＣＨは２次キャリア７１４また
は７１６中で送信されない。１次キャリア７１２は、最高５つのダウンリンクコンポーネ
ントキャリアのためのＡＣＫ／ＮＡＫ送信をサポートし得る。
【００５０】
　[0073]アップリンクキャリア７１２、７１４、７１６は非同期的または同期的に送信さ
れ得る。アップリンクキャリア７１２、７１４、および７１６のうちの２つ以上は、同じ
サブバンド中で送信されるとき、一般に同期している。２つ以上のアップリンクキャリア
７１２、７１４、および７１６は、それらのタイミングを制御するために単一のタイミン
グアドバンス（ＴＡ：timing advance）コマンドが使用されるとき、同期的に送信され得
る。２つ以上のアップリンクキャリア７１２、７１４、および７１６の送信は、キャリア
のうちの１つの送信がキャリアのうちの別の１つの送信より遅れるとき、互いに対して非
同期であると見なされ得る。
【００５１】
　[0074]ダウンリンクコンポーネントキャリア７０２、７０４、および７０６のうちの１
つまたは複数の送信時間は、他のダウンリンクキャリアに対してオフセットされ得る。Ｕ
Ｅは、異なる帯域中で送信されるキャリア間で生じるタイミングの差を含む、受信ダウン
リンクキャリアにおけるタイミング差を許容するように構成され得る（帯域間非連続キャ
リアアグリゲーション）。図８Ａに、非同期ダウンリンクキャリア８１０と同期アップリ
ンクキャリア８１２とのためのコンポーネントキャリアタイミング８００を示す。図示の
ように、ＵＥは、キャリア８０６および８０８を同期的に送信し、キャリア８０２とキャ
リア８０４との間のタイミング差（オフセットΔｔ）８１４とともにキャリア８０２およ
び８０４を受信する。タイミング差８１４は、２つのコンポーネントキャリア８０２およ
び８０４における対応するシンボルの開始（または終了）の間の時間差として定量化され
得る。タイミング差８１４は、コンポーネントキャリア８０２または８０４に関連する時
間値を、他方のコンポーネントキャリア８０４または８０２の対応する時間値から減算す
ることにより、符号付き差時間値を取得することによって、遅延時間として計算され得、
ここで、符号は、コンポーネントキャリア８０２および８０４のタイミング順序を示す。
遅延時間の符号は、送信タイミングに関係するかまたはＵＥによって任意に設定され得る
基準時間に関して、キャリア８０２および８０４のうちのどちらが他方より先に進む（ま
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たは遅れる）か、を示し得る。たとえば、ＵＥは、受信フレームの開始または終了に対応
する基準時間８１６を使用し得、それにより、タイミング差８１４は、コンポーネントキ
ャリア８０２および８０４の到達時間を、基準時間８１６に対する経過時間８１８ａおよ
び８１８ｂとして表現することによって決定され得る。タイミング差８１４は、次いで、
経過時間８１８ｂから経過時間８１８ａを単純に減算して符号付き時間量を取得すること
によって計算され得、ここで、コンポーネントキャリア８０２がコンポーネントキャリア
８０４より遅れる場合、符号は負であり、コンポーネントキャリア８０２がコンポーネン
トキャリア８０４より進む場合、符号は正であり、コンポーネントキャリア８０２とコン
ポーネントキャリア８０４とが同じ時間に到達する場合、タイミング差８１４は０である
。
【００５２】
　[0075]キャリア間のタイミング差８１４が増加すると、ＵＥが、タイミング差８１４に
ほぼ等しい時間の間、キャリア８０２または８０４のうちの１つのためのデータをバッフ
ァすることが必要になり得、それにより、ＵＥの複雑さが増加し得る。タイミング差８１
４は、セル半径が比較的小さいいくつかの市街地では比較的小さくなり得るが、農村地域
におけるより大きいセル半径は、遅延時間をより長くし得る。さらに、異なるキャリアは
、中継器の異なる展開を有し得る。一例として、キャリア８０２は、中継器を通して中継
されていることがあるが、キャリア８０４は、中継器を通して中継されていないことがあ
る。その結果、２つのキャリア間のタイミング差８１４は、部分的に中継器の異なる展開
に起因し得る。
【００５３】
　[0076]キャリアアグリゲーションのために構成されたＵＥのために、複数のタイミング
アドバンスグループ（ＴＡグループ）が定義され得る。ＴＡグループは、一般に、ｅＮＢ
から送信された同じＴＡコマンドによって制御される１つまたは複数のアップリンクキャ
リアを備える。ＴＡグループは、専用シグナリングを使用してサービングｅＮＢによって
構成され得る。図９に、１つのＴＡグループ９００は１次セル９０２（１次ＴＡグループ
）を含むが、ＴＡグループ９０４は１つまたは複数の２次セル９０６（２次ＴＡグループ
）のみを含む一例を示す。この例では、１次ＴＡグループ９００のタイミングは、１次セ
ル９０２によってサポートされるシグナリングを使用して構成可能である。ＴＡグループ
９０４中のアクティブ化２次セル９０６を対象とするＰＤＣＣＨ命令（PDCCH order）が
、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の使用を生じ得るランダムアクセスプロ
シージャを開始し得、ＰＵＣＣＨとＰＲＡＣＨとの同時送信に適応するために電力優先度
付け（power prioritization）が使用され得る。ＰＤＣＣＨ命令は、たとえば、ＵＬリソ
ースとＤＬリソースとが解放され、ｅＮＢがＵＥに送るべきＤＬデータを有した後に、使
用され得る。ＰＲＡＣＨは、一般にロバストなチャネルであり、電力優先度付けのために
、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨおよびＳＲＳよりも低い優先度を割り当てられ得る。ＰＲＡＣ
Ｈ優先度付けは、たとえば、競合ＰＲＡＣＨが使用されるか非競合ＰＲＡＣＨが使用され
るか、およびＰＲＡＣＨが１次ＴＡグループ中で送信されるか２次ＴＡグループチャネル
中で送信されるかなどのファクタに基づき得る。
【００５４】
　[0077]ＵＥのために複数のＴＡグループが定義されたとき、１つまたは複数のＴＡグル
ープは、他のＴＡグループによって受信されたＴＡコマンドとは異なるＴＡコマンドを受
信していることがあるので、ＵＥによって送信されるアップリンクキャリア間にタイミン
グ差が存在し得る。ＴＡコマンドは、２つ以上のＴＡグループに、互いに異なるタイミン
グオフセットをもたせ、これらのタイミング差は、ＴＡグループのペア間の、あるいはＴ
Ａグループのペア内の対応するコンポーネントキャリア、サブフレーム、および／または
シンボル間の相対的遅延として特徴づけられ得る。図８Ｂに、ダウンリンクタイミング（
８２６）とアップリンクタイミング（８２８）とのためのタイミング８１６を示す。ダウ
ンリンクキャリア８１８および８２０は第１のタイミングオフセット８３０とともに受信
され、アップリンクキャリア８２２、８２４は第２のタイミングオフセット８３２ととも
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に送信される。キャリア８２２および８２４を送信するＵＥの状態の完全な知識なしに、
アップリンクキャリア８２２および８２４の各々について異なるＴＡコマンドが受信され
た後に、アップリンクタイミングオフセット８３２が生じ得る。アップリンクタイミング
オフセット８３２により、アップリンクキャリアの時間的な誤配列（misalignment in ti
me）が、１つのキャリア中の遅延シンボルの、別のキャリア中のシーケンスシンボル中の
次のシンボルとのオーバーラップを作り出す、電力優先度付け競合が生じ得る。ＵＥは、
タイミングオフセット８３２の大きさと特性とに基づいて電力優先度付けを解決し得、い
くつかの信号、データまたは制御情報が送られ得るか保留されるべきかを決定し得る。Ｕ
Ｅは、タイミングオフセット８３２をハーフシンボル持続時間などのしきい値と比較し得
、タイミングオフセット８３２がしきい値を超えた場合、信号、データまたは制御情報を
抑制し得る。たとえば、コンポーネントキャリア間にすでにタイミング差が存在するとき
、ＵＥによって新しいＴＡコマンドが受信されたき、タイミングオフセット８３２はしき
い値を超え得、そのような場合、ＵＥは、ＴＡコマンドに従ってタイミングを調整するこ
とによってＴＡコマンドに応答するか、ＴＡコマンドを無視するか、または、タイミング
への部分的調整を行うことにより応答するように構成され得る。アップリンクキャリア間
のタイミング差は、さらに、アップリンクタイミング基準について異なるダウンリンクキ
ャリアの使用に起因し得る。一例として、ＵＬ　ＣＣ１　８２２は、ＤＬ　ＣＣ１　８１
８からの受信されたダウンリンクタイミングを基準として使用し得るが、ＵＬ　ＣＣ２　
８２４は、ＤＬ　ＣＣ２　８２０からの受信されたダウンリンクタイミングを基準として
使用し得る。
【００５５】
　[0078]図１０に、単一のＵＥに関連するコンポーネントキャリア間のタイミング差の影
響を示す。図１０に示す例では、ＵＥのために複数のＴＡグループが定義され、各ＴＡグ
ループは少なくとも１つのコンポーネントキャリアを有する。ＵＥは、コンポーネントキ
ャリア１０００に第１のアップリンクタイミングを与える第１のＴＡグループのための構
成を受信し得、コンポーネントキャリア１００２に第２のアップリンクタイミングを与え
る構成を受信し得る。第１のアップリンクタイミングと第２のアップリンクタイミングと
は、１つまたは複数のＴＡコマンドによって与えられ得る。アップリンクタイミング構成
は、コンポーネントキャリア１０００とコンポーネントキャリア１００２との間に相対的
遅延１０２４を生じ得る。たとえば、コンポーネントキャリア１０００のサブフレーム１
００４および１００６が、コンポーネントキャリア１００２のサブフレーム１０１２、１
０１４、および１０１６に対して遅延される。相対的遅延１０２４は、コンポーネントキ
ャリア１００２中のサブフレーム１０１２の開始と、コンポーネントキャリア１０００中
の対応するサブフレーム１００４の開始との間で経過した時間として定量化され得る。相
対的遅延１０２４は、コンポーネントキャリア１００２中のサブフレーム１０１２の終了
１０１８と、コンポーネントキャリア１０００中の対応するサブフレーム１００４の終了
１０２２との間で経過した時間として定量化され得る。サブフレーム１０１２の最終シン
ボル１０２０中でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）が送信され得る。サブフレーム１０
０４の対応する最終シンボルは、シンボル１０２０中のＳＲＳ信号との干渉を回避するた
めに、使用されない。相対的遅延１０２４が非０値を有するとき、サブフレーム１０１２
の最終シンボル１０２０の開始１０２６と、サブフレーム１００４の最後から２番目のシ
ンボル１０３２中でＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを搬送し得る、サブフレーム１
００４の最後から２番目のシンボル１０３２の終了１０２２との間で、シンボル１０２０
におけるＳＲＳのオーバーラップが生じ得る。したがって、サブフレーム１００４中で送
信されるシンボルの少なくとも一部分では、ＳＲＳに関与する衝突が生じ得る。また、Ｃ
Ｃ１　１０００のアップリンク送信タイミングが、ＣＣ２　１００２のアップリンク送信
タイミングの送信タイミングより進む可能性がある。この場合、少なくともＳＲＳの終了
１０２６のためのサブフレーム１０１２の最終シンボルの終了と、ＰＵＣＣＨおよび／ま
たはＰＵＳＣＨのためのサブフレーム１００６の最初のシンボルの開始との間で、ＳＲＳ
１０２０のオーバーラップが生じ得る可能性がある。
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【００５６】
　[0079]ＵＥは、ＳＲＳ衝突の発生、または発生の可能性に応答して、ＳＲＳをドロップ
するか、データまたは制御情報を含む衝突シンボルをドロップするか、または、ＵＥが電
力制限のために構成された場合は電力優先度付け方式を実装し得る。同じシンボル中の、
同じコンポーネントキャリア内の、および／または異なるコンポーネントキャリア中のＰ
ＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨとのＳＲＳの共存を回避するために、ＳＲＳはドロップされ得
る。いくつかの実施形態では、ＵＥは、ＳＲＳとＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨのいずれか
との間で電力に優先度を付ける必要を回避するために、ＳＲＳとＰＵＳＣＨまたはＰＵＣ
ＣＨとの間の衝突を回避するように構成され得る。ＵＥは、異なるコンポーネントキャリ
ア上のＳＲＳ間で電力を等しくスケーリングすることによって、およびＰＵＳＣＨよりも
高い優先度をＰＵＣＣＨに割り当てることによって、電力に優先度を付け得る。アップリ
ンク制御情報（ＵＣＩ：uplink control information）を含むＰＵＳＣＨは、次に最も高
い優先度を割り当てられ、他のＰＵＳＣＨは等電力スケーリングを有し得る。
【００５７】
　[0080]ＵＥは、相対的遅延１０２４が存在する場合、サブフレーム内で異なる電力スケ
ーリングを適用するように構成され得る。たとえば、サブフレーム１０１４の開始１０１
８の後であるがサブフレーム１００６の開始１００８の前に、サブフレーム１００６の開
始１００８の後であるがサブフレーム１０１４の終了１０２８の前に、およびサブフレー
ム１０１４の終了１０２８の後であるがサブフレーム１００６の終了１０３０の前に適用
する優先度付けを含む、異なる電力優先度付けがサブフレーム１０１４内で使用され得る
。
【００５８】
　[0081]電力スケーリングは、１つまたは複数のあらかじめ定義された方式に従って実装
され得る。たとえば、ＵＥは、サブフレーム内の電力ランピングまたは電力変動をサポー
トするように構成され得る。電力ランピングは、ＰＵＳＣＨとＳＲＳとの電力レベルが異
なる、同じサブフレーム中でのＰＵＳＣＨとＳＲＳとの送信に適応するように構成され得
る。一例では、ＳＲＳがＰＵＳＣＨと同時に送信されるとき、ＰＵＳＣＨのために使用さ
れる電力レベルは、サブフレーム中のＰＵＳＣＨのレベルセットからランプダウンされ得
、ＳＲＳがＰＵＳＣＨと同時に送信されないとき、ＰＵＳＣＨのために使用される電力レ
ベルはランプアップされ得る。ＰＵＳＣＨとＳＲＳとが同じサブフレーム中に与えられな
いとき、電力ランピングは回避され得る。いくつかの実施形態では、ＰＵＣＣＨには最も
高い優先度が割り当てられ得、電力制限が実装されたときに一定の電力が維持され得る。
２つ以上のＴＡグループが、タイミングオフセットなしに、同期的に送信されるとき、Ｕ
Ｅは、電力ランピングおよび他の電力管理問題が回避されるように、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣ
ＣＨ、ＳＲＳ、ならびに他の信号およびチャネルに対する優先度を確立し得る。２つ以上
のＴＡグループの送信がタイミングオフセットを受けるとき、タイミングオフセットの持
続時間中の異なる電力割振りに適応するために電力優先度付け方式が必要とされ得る。
【００５９】
　[0082]ＵＥは、ＳＲＳとＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨとの同時送信が行われるかまたは条件
付きで行われ得るとき、ＳＲＳとＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨとの間で電力に優先度を付け得
る。ＳＲＳとＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨとの同時送信は、ＳＲＳが第１のサブフレームの最
後のシンボル中で送信され、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨが、第１の時間フレームと同じ
時間間隔中に送信される第２のサブフレームの最初のシンボル中で送信されるときに起こ
り得る。ＳＲＳとＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨとの同時送信はまた、ＳＲＳが第１のサブフレ
ームの最後のシンボル中で送信され、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨが、第１の時間フレー
ムより１シンボル時間未満だけ時間的に遅れる第２のサブフレームの最後から２番目のシ
ンボル中で送信されるときに起こり得る。タイミングオフセットの存在、および／または
、ＵＥがサブフレームの最初のシンボル、最後のシンボル、もしくは最後から２番目のシ
ンボル中でＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを送信し得る可能性など、ＳＲＳとＰＵＣＣＨ／
ＰＵＳＣＨとの同時送信を起こり得る条件が存在する場合、同時送信の発生は条件付きで
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あり得る。
【００６０】
　[0083]ＵＥは、周期ＳＲＳと非周期ＳＲＳとのための異なる優先度を設定し得る。たと
えば、非周期ＳＲＳには、ＣＱＩの優先度よりも高い優先度が割り当てられ得るが、周期
ＳＲＳには、ＣＱＩよりも低い優先度が割り当てられ得る。ＵＥは、ＰＵＣＣＨおよびＰ
ＵＳＣＨのうちの１つまたは複数の優先度よりも低いＳＲＳ用の優先度を設定し得る。Ｕ
Ｅは、ＳＲＳ優先度を、ＰＵＳＣＨよりも高く、ＰＵＣＣＨよりも低く設定し得る（ＰＵ
ＳＣＨは一般に、ある量の電力ランピングを許容することができる）。いくつかの実施形
態では、ＳＲＳ優先度は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの両方よりも高くなり得る。いくつか
の実施形態では、ＳＲＳ優先度は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの両方よりも高くなり得る。
いくつかの実施形態では、異なるキャリアからの複数のＳＲＳ送信は同じ優先度を有し得
る。いくつかの実施形態では、１次キャリアからのＳＲＳ送信は、２次キャリアからのＳ
ＲＳ送信よりも高い優先度を有し得る。いくつかの実施形態では、１次ＴＡグループから
のＳＲＳ送信は、２次ＴＡグループからのＳＲＳ送信よりも高い優先度を有し得る。
【００６１】
　[0084]送信タイミング差が存在するとき、ＵＥは、２つ以上のサブフレーム（たとえば
、現在サブフレームおよび次のサブフレーム）の電力に基づいて電力に優先度を付け得る
。ＵＥは、電力飽和条件を決定し、優先度付けおよびスケーリングを実行するために、各
アップリンクキャリアの２つの隣接するサブフレームの送信電力レベルを一緒に考慮し得
る。たとえば、キャリアごとに、ＵＥは、電力優先度付け処理に関与するすべてのサブフ
レームの最大送信電力を決定し、キャリアごとに決定された最大送信電力に基づいてキャ
リア上での電力優先度付けを実行し得る。電力優先度付けにおける同時の複数のサブフレ
ームおよび複数のキャリアの関与は、複雑なプロシージャになり得、高い実装コストを生
じ得る。いくつかの実施形態では、電力優先度付けはサブフレームごとに実装され得る。
衝突を受けるサブフレームの部分のための電力優先度付けは、衝突を管理するように構成
されたアプローチに基づき得る。代替的に、衝突を受けるサブフレームの部分のための電
力優先度付けは、指定された明示的処理なしに実装に任され得る。この場合、キャリア上
での電力優先度付けはサブフレームごとに実行され得る。これは電力優先度付けを簡略化
し、実装複雑さがより低くなり得る。
【００６２】
　[0085]アップリンクコンポーネントキャリア間のタイミングオフセットの存在下で、Ｕ
Ｅは、タイミング差があらかじめ定義されたしきい値を超えるかどうかに基づいて、タイ
ミング差を処理するように構成され得る。たとえば、コンポーネントキャリア間の相対的
伝搬遅延の最大しきい値は、ほぼハーフシンボル期間に対応し得る３０μｓに設定され得
る。このしきい値は、シンボル期間の一部分中にＳＲＳを送信すべきであるかＳＲＳを送
信するのを控えるべきかを決定するために使用され得る。このしきい値は、ＳＲＳとＰＵ
ＣＣＨ／ＰＵＳＣＨとの短期間の同時送信のための代替電力優先度付け方式を使用してＳ
ＲＳとＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨとの短期間同時送信が適応され得るかどうかを決定するた
めに使用され得る。ＵＥは、アップリンクキャリア１００２のサブフレーム１０１２中で
送信されるＳＲＳ１０２０と同時にアップリンクキャリア１０００上でデータまたは制御
情報を送信すべきかどうかを決定するように構成され得る。他のコンポーネントキャリア
が存在する場合、ＵＥは、それらの他のコンポーネントキャリアのいずれかの上でデータ
または制御情報が同時に送信されるとき、１つまたは複数のＳＲＳが送信されることを可
能にするために電力優先度付けが使用され得るかどうかを決定し得る。遅延の大きさはま
た、衝突が生じないとき、部分的なＳＲＳが送信され得るかどうかを決定し得る。
【００６３】
　[0086]いくつかの実施形態では、ＵＥは、ＳＲＳとＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨとの同
時送信を防ぐように構成され得る。ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨとＳＲＳとの衝突は、ア
ップリンクキャリアが同期的に送信される場合、ＴＡグループの１つのコンポーネントキ
ャリア中でＳＲＳが送信されるときにデータまたは制御情報を送信するのを控えることに
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よって、単一のＴＡグループ内で回避され得る。２つ以上のＴＡグループ間にタイミング
オフセットが存在するとき、ＵＥは、ＳＲＳとデータまたは制御情報とが同時に送信され
るべきでないと決定し得る。図１０に示す例では、ＵＥは、サブフレーム１００４の最後
のシンボル１０１０中で、および最後から２番目のシンボル１０３２中で、これらのシン
ボル１０１０および１０３２とシンボル１０２０とのオーバーラップのために、データま
たは制御情報を送信するのを控え得る。データまたは制御情報がサブフレーム１００４の
最後から２番目のシンボル１０３２または最後のシンボル１０１０中で送信されるべきと
き、ＵＥはＳＲＳを送信するのを控え得る。ＵＥはまた、１つまたは複数のコンポーネン
トキャリア中で、短縮されたＳＲＳ、あるいはデータまたは制御情報を送信することによ
って衝突を回避し得る。
【００６４】
　[0087]ＳＲＳ、ＰＵＳＣＨ、およびＰＵＣＣＨを送信すべきか送信するのを控えるべき
かの決定は、ＴＡグループ間のタイミング差の大きさに基づき得る。ＴＡグループのペア
間のタイミング差の大きさは、共通の基準時間に基づくＴＡグループ間の絶対タイミング
差として測定され得る。ＴＡグループのペア間のタイミング差の大きさは、第２のＴＡグ
ループに対応するタイミングオフセットから第１のＴＡグループに対応するタイミングオ
フセットを減算することによって測定され、したがって、正値は第２のグループが第１の
グループより遅れることを示し、負値は第１のグループが第２のグループより遅れること
を示す。タイミング差の符号はまた、オーバーラップするシンボルおよびサブフレームを
識別するために使用され得る。
【００６５】
　[0088]ＳＲＳ、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを送信すべきか送信するのを控えるべきか
の決定は、２つのＴＡグループ間の絶対的タイミングオフセットの大きさに少なくとも部
分的に基づき得る。たとえば、この決定は、タイミング差が１つまたは複数のしきい値よ
りも大きいか、それに等しいか、それよりも小さいかに基づき得る。しきい値は、シンボ
ルの１／２など、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボルの１
シンボル期間の一部分を表すように選択され得る。
【００６６】
　[0089]ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨのうちの１つまたは複数が、同じＴＡグループ中の
サブフレームの最後のシンボル中で送信されているとき、ＵＥはサブフレーム中でＳＲＳ
を送信するのを控え得る。ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨがサブフレームの最後のシンボル
中で送信されていないとき、ＴＡグループ中で１つまたは複数のＳＲＳが送信され得る。
１つまたは複数のＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨが、異なるＴＡグループ中のサブフレーム
の最後のシンボル中で送信されているとき、ＵＥは、第１のＴＡグループ中でＳＲＳを送
信するのを控え得る。ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨがいかなるＴＡグループ中のサブフレ
ームの最後のシンボル中でも送信されないときでも、ＵＥは、ＴＡグループ間のタイミン
グ差から衝突が起こるのを回避するために、いかなるＴＡグループ中でもＳＲＳを送信す
るのを控え得る。いくつかの実施形態では、ＵＥは、衝突が検出された場合のみ、いかな
るＴＡグループ中でもＳＲＳを送信するのを控え得る。
【００６７】
　[0090]図１１Ａおよび図１１Ｂを参照すると、部分的ＳＲＳを送ることによって、第１
のＴＡグループ中で送信されるＳＲＳと、第２のＴＡグループ中で送信されるデータまた
は制御情報との間の衝突が回避され得る。部分的ＳＲＳは、任意の所望の持続時間または
あらかじめ定義された持続時間をもち、あるいは２つのＴＡグループ間のタイミング差に
基づいて選択され得る。図１１Ａおよび図１１Ｂに示すように、ＳＲＳ１１０８の時間期
間はハーフシンボル期間に設定され得る。図１１Ａでは、ハーフシンボルＳＲＳ１１０８
は、異なるＴＡグループのコンポーネントキャリア１１００に対して遅延されたコンポー
ネントキャリア１１０６中で送信される。コンポーネントキャリア１１０６中のサブフレ
ームの最後のシンボルは、コンポーネントキャリア１１００中の対応するサブフレームの
最後のシンボル１１０２と、コンポーネントキャリア１１００の次のサブフレームの最初
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のシンボル１１０４の両方とオーバーラップする。ＵＥは、コンポーネントキャリア１１
０６中のサブフレームの最後のシンボルの第１の半分（ハーフ）１１０８中でＳＲＳを送
信することによって、シンボル１１０４におけるデータまたは制御情報とのＳＲＳ衝突を
回避し、コンポーネントキャリア１１０６中のサブフレームの最後のシンボルの第２の半
分１１１０中でＳＲＳを抑制し得る。図１１Ｂでは、ハーフシンボルＳＲＳ１１２２がコ
ンポーネントキャリア１１１８中で送信され、一方、異なるＴＡグループのコンポーネン
トキャリア１１１２は、コンポーネントキャリア１１１８に対してずれて（offset）いる
。コンポーネントキャリア１１１８中のサブフレームの最後のシンボルは、コンポーネン
トキャリア１１１２中の対応するサブフレームの最後のシンボル１１１６と最後から２番
目のシンボル１１１４との両方とオーバーラップする。ＵＥは、コンポーネントキャリア
１１１８中のサブフレームの最後のシンボルの第２の半分１１２２中でＳＲＳを送信する
ことによって、シンボル１１１４におけるデータまたは制御情報との衝突を回避し、コン
ポーネントキャリア１１００中のサブフレームの最後のシンボルの第１の半分１１２０中
でＳＲＳを抑制し得る。
【００６８】
　[0091]ハーフシンボルＳＲＳは、ＵＥが衝突を検出したとき、２つのＴＡグループが定
義されたとき、または衝突をもたらし得る２つのＴＡグループ間でオフセットが検出され
たとき、送信され得る。ＵＥは、衝突に関与する２つのコンポーネントキャリア間のオフ
セットの差の符号に基づいて、どのシンボルハーフがハーフシンボルＳＲＳを搬送するか
を決定し得る。ＵＥは、オフセットの存在と、衝突に関与する２つのコンポーネントキャ
リアのタイミングオフセットの差の符号と、ｅＮＢへのハーフシンボルＳＲＳの送信との
うちの１つまたは複数を通信し得る。ｅＮＢは、複数のＵＥにわたってＳＲＳ送信の直交
性を維持し得、フルシンボルＳＲＳと、第１のハーフシンボル（１１０８）中のＳＲＳを
もつハーフシンボルＳＲＳと、第２のハーフシンボル１１２２中のＳＲＳをもつハーフシ
ンボルＳＲＳとを含む、ＳＲＳフォーマットの組合せをサポートするように構成可能であ
り得る。ｅＮＢは、ハーフシンボルＳＲＳが使用されるとき、２つの利用可能な送信組合
せのうちの１つを無効にし得る。ｅＮＢは、すべてのＳＲＳ送信機会においてハーフシン
ボルＳＲＳを使用するようにＵＥを構成し得る。ｅＮＢはまた、いくつかのＳＲＳ送信機
会ではハーフシンボルＳＲＳを使用し、いくつかの他のＳＲＳ送信機会ではフルシンボル
ＳＲＳを使用するようにＵＥを構成し得る。
【００６９】
　[0092]図１１Ｃおよび図１１Ｄを参照すると、第２のＴＡグループの衝突シンボル中で
データまたは制御情報を送信するのを控えることによって、第１のＴＡグループ中で送信
されるＳＲＳと、第２のＴＡグループ中で送信されるデータまたは制御情報との間の衝突
が回避され得る。図１１Ｃでは、ＴＡグループ１１２４はＴＡグループ１１３０より進み
、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨがシンボル１１２８中で送信された場合、ＳＲＳ１１３２
と次のサブフレームの最初のシンボル１１２８との間の衝突が生じるであろう。ＵＥは、
ＳＲＳを搬送しているサブフレームに対応するサブフレームの最後のシンボル１１２６と
、次のサブフレームの最初のシンボル１１２８とにおいてデータまたは制御情報を送信す
るのを控え得る。図１１Ｄでは、ＴＡグループ１１４０はＴＡグループ１１３４より進み
、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨがシンボル１１３６中で送信された場合、ＴＡグループ１
１４０中のＳＲＳ１１４２と、ＴＡグループ１１３４中の対応するサブフレームの最後か
ら２番目のシンボル１１３６との間の衝突が生じるであろう。ＵＥは、ＳＲＳを搬送して
いるＴＡグループ１１４０のサブフレームに対応するＴＡグループ１１３４のサブフレー
ムのシンボル１１３６および１１３８中でデータまたは制御情報を送信するのを控え得る
。
【００７０】
　[0093]ＳＲＳとＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨとの同時送信は、いくつかの条件下で達成
され得る。図１２に、ＳＲＳを搬送しているシンボル１２０８と、ＰＵＳＣＨまたはＰＵ
ＣＣＨを搬送しているシンボル１２０４との重複が、比較的短い期間１２１０の間に生じ
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る一例を示す。図示のように、第１のＴＡグループ１２００のサブフレーム中の最後のシ
ンボル１２０２は空であるが、第２のＴＡグループ１２０６のサブフレーム中でＳＲＳを
搬送しているシンボル１２０８との間でオーバーラップが生じる。オフセット１２１０が
、サイクリックプレフィックス（ＣＰ：cyclic prefix）期間に基づいて計算されたしき
い値よりも少ないとき、ＳＲＳは送信され得る。一例では、オフセット１２１０がノーマ
ルＣＰの５μｓ期間または拡張ＣＰの１７μｓ期間よりも少ない場合、ＳＲＳは送信され
得る。実際の衝突が検出された場合、短いオーバーラップ中のＳＲＳの送信は許可され得
る。ＵＥのために２つ以上のＴＡグループが定義された場合、短いオーバーラップ中のＳ
ＲＳの送信は許可され得る。
【００７１】
　[0094]いくつかの実施形態では、ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨと同時に送信
され得る。図１３に示すように、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨが、ＴＡグループ１３００
中の第１のサブフレームの最後のシンボル１３０２と次のサブフレームの最初のシンボル
１３０４の両方において送信され得る。ＳＲＳが、ＴＡグループ１３０６の対応する第１
のサブフレームの最後のシンボル１３０８中で送信され得る。いくつかの実施形態では、
ＵＥは、第１のサブフレームの最後のシンボル１３０２中でＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ
を送信するのを控えるが、ＴＡグループ１３００中の次のサブフレームの最初のシンボル
１３０４中でＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨを送信し得る。この場合、それらがシンボル期
間の一小部分（fraction）中に衝突するとき、同時ＳＲＳおよびＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ
送信が可能にされ得る。いくつかの実施形態では、そのような同時送信はＴＡグループ間
のために適用され得、それにより、１つのＴＡグループ中のＰＵＳＣＨおよび／またはＰ
ＵＣＣＨは、別のＴＡグループ中のＳＲＳと同時に送信され得る。一般に、１つのＴＡグ
ループ中のＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨは、同じＴＡグループ中のＳＲＳと同時
に送信され得ない。いくつかの実施形態では、同時送信は、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨとＳ
ＲＳとがＴＡグループ内とＴＡグループ間の両方において生じることができる場合に行わ
れ得、それにより、ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨとＳＲＳとの同時送信が、同じ
ＴＡグループ中と、異なるＴＡグループ中の両方において可能にされる。同時送信は、Ｓ
ＲＳとＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨとの間の電力優先度付けを必要とし得る。い
くつかの実施形態では、同時送信は、ＳＲＳとＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨとが異なるＴＡグ
ループ中で送信される場合に許可される。
【００７２】
　[0095]ＳＲＳ、ＰＵＳＣＨ、およびＰＵＣＣＨを送信すべきか送信するのを控えるべき
かの決定は、ＵＥが電力制限されるか電力制限されないかに依存し得る。ＵＥが電力制限
されないとき、ＳＲＳとＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨとの同時送信が可能にされ
得る。しかしながら、ＵＥが電力制限されるとき、ＳＲＳとＰＵＣＣＨおよび／またはＰ
ＵＳＣＨとの同時送信を回避するために、ＳＲＳはドロップされ得る。これにより、設計
および実装の作業が簡略化され得る。同時送信はさらに、衝突が部分的にオーバーラップ
するシンボルを伴うように抑制され得る。たとえば、サブフレームの最後のシンボルがＰ
ＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨによって使用されないとき、サブフレーム中の同じ最後のシン
ボルのＳＲＳは、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨ送信と部分的にオーバーラップす
る場合でも送信され得る。しかしながら、サブフレームの最後のシンボルがＰＵＣＣＨま
たはＰＵＳＣＨによって使用されるとき、対応するサブフレーム中の最後のシンボルのＳ
ＲＳがドロップされ得る。同時送信はさらに、衝突が異なるＴＡグループに限定されるよ
うに抑制され得る。たとえば、１つのＴＡグループ中のＳＲＳが、異なるＴＡグループ中
のＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨと衝突し得る場合、同時送信は可能にされ得る。
ＳＲＳが同じＴＡグループ中のＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨと衝突した場合、Ｓ
ＲＳはドロップされ得る。
【００７３】
　[0096]ＴＡグループ１３００とＴＡグループ１３０６との間にタイミングオフセット１
３１０が存在する場合、ＴＡグループ１３０６中のサブフレームの最後のシンボル１３０



(31) JP 5972998 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

８で送信されるＳＲＳと、ＴＡグループ１３００中の対応するサブフレームの最後のシン
ボル１３０２中で送信されるＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ、ならびにＴＡグループ１３０
０中の次のサブフレームの最初のシンボル１３０４中で送信されるＰＵＳＣＨまたはＰＵ
ＣＣＨとの間で、電力優先度付けが必要とされ得る。
【００７４】
　[0097]ＵＥは、ＴＡグループに関係するタイミング情報をシグナリングし得る。タイミ
ング情報は周期的にシグナリングされ得る。タイミング情報のシグナリングはイベント駆
動であり得、ＵＥは、１つまたは複数の条件の発生時にまたはその後にタイミング情報を
シグナリングし得る。ＵＥによってシグナリングされるタイミング情報は、ＵＥのために
定義されたＴＡグループの一部または全部のための現在のタイミング状態を含み得る。タ
イミング情報は、別のＴＡグループより進むかまたは遅れるＴＡグループと、ＴＡグルー
プ間の実際のタイミング差との指示を含み得る。ＵＥによってシグナリングされるタイミ
ング情報は、１次ＴＡグループが、１つまたは複数の２次ＴＡグループより進むか遅れる
かを示し得る。実際のタイミング差は、実際の観測されたタイミング差であり得、それは
量子化され得る。ノーマルサイクリックプレフィックスの例では、タイミング差が＋５μ
ｓよりも大きいか、０μｓと＋５μｓとの間にあるか、０μｓと－５μｓとの間にあるか
、または－５μｓよりも大きいかをシグナリングするために２ビットが使用され得、それ
により、符号は、どのＴＡグループが他のＴＡグループより進むか遅れるかを示す。より
多くの解像度を得るためにより多くのビットが使用され得る。たとえば、８ビット信号は
、｛＜－３０，－３０，－２８，．．．，－２，０，２，４．．．，３０，３０＋｝μｓ
など時間値のセットを表すためにコーディングされた２μｓ解像度を与えることができる
。
【００７５】
　[0098]タイミング情報は、ＭＡＣペイロードまたは物理レイヤチャネル中でシグナリン
グされ得る。一般に、アップリンクタイミング情報は、動的に変化することが期待されな
い。タイミング情報をシグナリングするためのＭＡＣペイロードの使用は、ＵＥが詳細な
タイミング情報を搬送することを可能にする。物理レイヤチャネル中のＳＲ送信は、再割
り当てされるか、またはさもなければタイミング情報をシグナリングするために使用され
得る。たとえば、ＰＵＣＣＨフォーマット３で送信される１０個のＳＲ送信インスタンス
のうちの１つは、１つまたは複数の２次コンポーネントキャリアを備えるＴＡグループが
、１次コンポーネントキャリアを含むＴＡグループに対して進むか遅れるかを示すシング
ルビットの形態でアップリンク送信タイミング情報を搬送するように再定義され得る。
【００７６】
　[0099]ＵＥのために最大送信タイミング差しきい値が定義され得る。ＵＥは、ＴＡグル
ープ間で送信タイミング差の最大しきい値を強制するように構成され得、ＵＥは、しきい
値が超えられたか否かをシグナリングし得る。しきい値は、ＵＥによって複数のＴＡコマ
ンドが受信されたときに超えられ得、ＴＡコマンドの蓄積効果により、タイミング差は、
ＴＡグループの最大しきい値タイミング差を超える。たとえば、１次ＴＡグループがすで
に２次ＴＡグループよりも２０μｓだけ進んでいるときに、１次ＴＡグループのタイミン
グを１５μｓだけ進めるためのＴＡコマンドの受信は、ＵＥがそのＴＡコマンドに忠実に
従った場合、タイミング差が、３０μｓ最大しきい値差を超えることを引き起こすであろ
う。
【００７７】
　[00100]ＵＥは、ＴＡグループ間のタイミング差に対して制限を強制するように構成さ
れ得、ＵＥは、「しきい値飽和した」ＴＡコマンドを無視するかまたは部分的に実装し得
る。ＵＥが、１次ＴＡグループのために受信されるＴＡコマンド（ＴＡ＿Ｐコマンド）を
受信したとき、ＵＥは、ＴＡ＿Ｐコマンドに基づいて１次ＴＡグループのアップリンク送
信タイミングを設定し、アップリンク送信タイミング差がしきい値最大値を超えないよう
に１つまたは複数の２次ＴＡグループのアップリンク送信タイミングを調整し得る。たと
えば、１５μｓ　ＴＡ＿Ｐが３５μｓアップリンク送信タイミング差を生じ得るとき、１
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次ＴＡグループのタイミングは１５μｓだけ進められ得、２次ＴＡグループのタイミング
は、タイミング差を３０μｓ最大差内に維持するように－５μｓだけ調整され得る。
【００７８】
　[00101]ＵＥが、２次ＴＡグループのために受信されるＴＡコマンド（ＴＡ＿Ｓコマン
ド）を受信したとき、ＵＥは、ＴＡ＿Ｓコマンドに基づいて２次ＴＡグループのアップリ
ンク送信タイミングを設定し、アップリンク送信タイミング差がしきい値最大値を超えな
いように１次ＴＡグループのアップリンク送信タイミングを調整し得る。いくつかの実施
形態では、アップリンク送信タイミング差がしきい値最大差を超えることを引き起こし得
るＴＡ＿Ｓコマンドが部分的に実装され得、たとえば、２次ＴＡグループタイミングを１
５μｓだけ進めるＴＡ＿Ｓ命令が、アップリンク送信タイミング差がしきい値最大差を５
μｓだけ超えることを引き起こすとき、ＵＥが２次ＴＡグループタイミングを１０μｓだ
け進め得る。
【００７９】
　[00102]ＵＥは、アップリンク送信タイミング差がしきい値最大差を超えることを一緒
に引き起こし得るＴＡ＿ＰコマンドとＴＡ＿Ｓコマンドとを受信したとき、ＵＥは、ＴＡ
＿Ｐコマンドに基づいて１次ＴＡグループのアップリンク送信タイミングを設定し、アッ
プリンク送信タイミング差がしきい値最大値を超えないように２次ＴＡグループのアップ
リンク送信タイミングを調整し得る。ＵＥは、アップリンク送信タイミング差がしきい値
最大差を超えることを一緒に引き起こし得るＴＡ＿ＰコマンドとＴＡ＿Ｓコマンドとを受
信したとき、ＵＥは、アップリンク送信タイミング差がしきい値最大値を超えないことを
保証する、１次ＴＡグループと２次ＴＡグループとのためのアップリンク送信タイミング
の任意の組合せを適用し得る。
【００８０】
　[00103]ＵＥはまた、それがＴＡコマンドを処理し得るとき、任意の自動送信タイミン
グ調整を処理し得る。ＵＥは、たとえば、異なるダウンリンク基準タイミングが受信され
たときを含む、いくつかの条件下で、アップリンク送信タイミングを（一般に２μｓの増
分で）調整し得る。ＴＡコマンドの場合と同様に、ＵＥは、アップリンク送信タイミング
差がしきい値最大値を超えないことを保証するために、ＴＡグループアップリンク送信タ
イミングのうちの１つを所望の増分だけ選択的に調整しながら、異なるＴＡグループのタ
イミングを調整し得る。ＵＥはまた、アップリンク送信タイミング差がしきい値最大値を
超えないことを保証するために、両方のＴＡグループのアップリンク送信タイミングを調
整し得る。
【００８１】
　[00104]ＵＥは、アップリンク送信タイミング差が正または負であることのみを可能に
されるように構成されるか、またはそのことを指示され得る。たとえば、ＵＥが１次ＴＡ
グループと２次ＴＡグループとで構成された場合、ＵＥは、１次ＴＡグループがアップリ
ンク送信タイミングにおいて常に２次ＴＡグループより進むように構成されるか、または
そのことを指示され得る。代替的に、ＵＥは、１次ＴＡグループが常に２次ＴＡグループ
より遅れるように構成されるか、またはそのことを指示され得る。この片側アップリンク
送信タイミング差は、電力優先度付けとアップリンク送信とを簡略化するであろう。一例
として、アップリンクにおいて１次ＴＡグループ中で展開された中継器はあるが、アップ
リンクにおいて２次ＴＡグループ中で展開された中継器がない場合、ＵＥは、一般に、１
次ＴＡグループが２次ＴＡグループよりも多くの遅延を有するであろうことを予想するこ
とができる。その結果、ＵＥは、中継器によって導入される追加の遅延を補償するために
１次ＴＡグループが常に２次ＴＡグループより進むことを通知され得る。
【００８２】
　[00105]図１４Ａおよび図１４Ｂに示すように、ＵＥは、時分割複信（ＴＤＤ）のため
にアップリンクパイロットタイムスロット（ＵｐＰＴＳ：uplink pilot timeslot）を与
え得る。ＵｐＰＴＳは、アップリンクキャリアの最後のシンボル１４０４および１４１８
中で、および最後から２番目のシンボル１４０２および１４１６中で搬送され得る。Ｕｐ
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ＰＴＳは一般にＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを搬送しないので、ＵＥは、ＵｐＰＴＳ競合
のために特殊なルールを適用し得る。図１４Ａでは、ＴＡグループ１４００はＴＡグルー
プ１４０８より進み、ＴＡグループ１４０８のサブフレーム中の最後のシンボル１４１２
は、ＴＡグループ１４００中の次のサブフレームの最初のシンボル１４０６の一部分とオ
ーバーラップする。ＵＥは、最後から２番目のシンボル１４１０中でＳＲＳを送信するこ
とによってＳＲＳとＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨとの間の競合を回避し得る。
【００８３】
　[00106]図１４Ｂでは、ＴＡグループ１４２２はＴＡグループ１４１４より進み、最後
のシンボル１４２６と、ＴＡグループ１４１４中の次のサブフレームの最初のシンボル１
４２０との間に競合はない。ＵＥは、最後のシンボル１４２６中でＳＲＳを送信し得る。
いくつかの実施形態では、ＵＥは、ＳＲＳ送信へのダウンリンク干渉が許容され得るとい
う条件で、ＴＡグループ１４２２中のサブフレームの最後の２つのシンボル１４２４およ
び１４２６の両方においてＳＲＳを送信し得る。
【００８４】
　[00107]図１４Ａに示すＵｐＰＴＳと同時のＳＲＳの送信は、同じかあるいは異なるア
ップリンクおよびダウンリンク構成を使用するＴＤＤキャリアアグリゲーションにおいて
採用され得る。ＵｐＰＴＳと同時のＳＲＳの送信は、異なる切替え周期性が使用されると
き、ＴＤＤキャリアアグリゲーションにおいて採用され得る。
【００８５】
　[00108]図１５は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１５００である。本方法は
ＵＥによって実行され得る。ステップ１５０２において、ＵＥは、複数のコンポーネント
キャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの数を決定する。
【００８６】
　[00109]ステップ１５０４において、ＵＥは、アップリンクタイミンググループの数に
少なくとも部分的に基づいて、複数のコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の
第２のコンポーネントキャリア上でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデ
ータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定する。
【００８７】
　[00110]ステップ１５０６において、ＵＥがただ１つのアップリンクタイミンググルー
プを決定した（第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとのタイ
ミングが同じである）場合、ステップ１５０８において、ＵＥは、データまたは制御情報
が１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上のシンボル中で送信されたとき、１
つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中でＳＲＳを送信するのを控
える。
【００８８】
　[00111]ステップ１５０６において、ＵＥが少なくとも２つのアップリンクタイミング
グループを決定した場合、ＵＥは、ステップ１５１０において、１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアとが異なるコ
ンポーネントキャリアを備えるかどうかを決定する。一例では、１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアとは同じアッ
プリンクタイミンググループに関連し得る。別の例では、１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアとは異なるアップリ
ンクタイミンググループに関連し得る。
【００８９】
　[00112]１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備える場合、ステップ１５１
４において、ＵＥは、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは
制御情報のうちの少なくとも１つと同時に、１つまたは複数の第２のコンポーネントキャ
リア上でＳＲＳを送信する。１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと１つまた
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は複数の第２のコンポーネントキャリアとが少なくとも１つの共通コンポーネントキャリ
アを備える場合、ステップ１５１２において、ＵＥは、データまたは制御情報が１つまた
は複数の第１のコンポーネントキャリア上のシンボル中で送信されたとき、１つまたは複
数の第２のコンポーネントキャリア上でＳＲＳを送信するのを控える。
【００９０】
　[00113]いくつかの実施形態では、ＵＥは、ＵＥが、ＳＲＳと同時にデータまたは制御
情報のうちの少なくとも１つを送信するのを電力制限されるかどうかに基づいて、１つま
たは複数の第２のコンポーネントキャリア上でＳＲＳと同時に、１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つを送信すべき
かどうかを決定する。ＵＥが電力制限されないとき、ＳＲＳとデータまたは制御情報のう
ちの少なくとも１つとは同時に送信され得、ＵＥが電力制限されるとき、ＵＥは、ＳＲＳ
と、データまたは制御情報のうちの少なくとも１つとを同時に送信するのを控え得る。
【００９１】
　[00114]いくつかの実施形態では、アップリンクタイミンググループの数は、上位レイ
ヤシグナリング構成に基づいて決定される。ＵＥは、１つまたは複数の第１のコンポーネ
ントキャリアに関連するアップリンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポーネン
トキャリアに関連するアップリンクタイミングとの間の差を示す情報をｅＮＢに送信し得
る。
【００９２】
　[00115]図１６は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１６００である。本方法は
ＵＥによって実行され得る。ステップ１６０２において、ＵＥは、複数のコンポーネント
キャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの数を決定する。
【００９３】
　[00116]ステップ１６０４において、ＵＥは、複数のコンポーネントキャリアのうちの
少なくとも１つのためのタイミングアドバンスコマンドを受信する。タイミングアドバン
スコマンドは第１のコンポーネントキャリアを対象とし得る。
【００９４】
　[00117]ステップ１６０６において、ＵＥは、タイミングアドバンスコマンドが適用さ
れる場合、適用後の、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタ
イミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと
の間の差に基づいて、タイミングアドバンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する。
【００９５】
　[00118]ステップ１６０８において、ＵＥは、１つまたは複数の第１のコンポーネント
キャリアのアップリンクタイミングにタイミングアドバンスコマンドを適用する。
【００９６】
　[00119]ステップ１６１０において、ＵＥは、１つまたは複数の第１のコンポーネント
キャリアのアップリンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの
アップリンクタイミングとの間のタイミング差がしきい値よりも大きいかどうかを決定す
る。タイミング差がしきい値を超えた場合、ステップ１６１２において、ＵＥは、１つま
たは複数の第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングをシフトする。一例
では、１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングがシフ
トされて、当該しきい値以下である、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの
アップリンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのアップリン
クタイミングとの間の差を取得する。
【００９７】
　[00120]図１７は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１７００である。本方法は
ＵＥによって実行され得る。ステップ１７０２において、ＵＥは、複数のコンポーネント
キャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの数を決定する。
【００９８】
　[00121]ステップ１７０４において、ＵＥは、複数のコンポーネントキャリアのうちの
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少なくとも１つのためのタイミングアドバンスコマンドを受信する。タイミングアドバン
スコマンドは、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアを対象とし得る。
【００９９】
　[00122]ステップ１７０６において、ＵＥは、タイミングアドバンスコマンドが適用さ
れる場合、適用後の、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタ
イミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと
の間の差に基づいて、タイミングアドバンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する。
【０１００】
　[00123]ステップ１７０８において、ＵＥは、１つまたは複数の第１のコンポーネント
キャリアのアップリンクタイミングにタイミングアドバンスコマンドを適用する。
【０１０１】
　[00124]ステップ１７１０において、ＵＥは、１つまたは複数の第１のコンポーネント
キャリアのアップリンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの
アップリンクタイミングとの間のタイミング差がしきい値よりも大きいかどうかを決定す
る。タイミング差がしきい値を超えた場合、ステップ１７１２において、ＵＥは、１つま
たは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングをシフトする。一例
では、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングがシフ
トされて、しきい値以下である、１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアッ
プリンクタイミングと１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのアップリンクタ
イミングとの間の差を取得する。
【０１０２】
　[00125]いくつかの実施形態では、第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポーネ
ントキャリアとの両方のためのタイミングアドバンスコマンドが受信される。タイミング
アドバンスコマンドはそれぞれのコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに適
用され得、ＵＥは、第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと第２のコ
ンポーネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差がしきい値よりも大きいとき
、第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとの相対的アップリン
クタイミングを調整し得る。たとえば、ＵＥは、しきい値以下である、第１のコンポーネ
ントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとのアップリンクタイミング間の差を取得
するために、第１のコンポーネントキャリアまたは第２のコンポーネントキャリアのうち
の少なくとも１つのアップリンクタイミングをシフトし得る。いくつかの実施形態では、
第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとのアップリンクタイミ
ング間の差がしきい値よりも大きいとき、第２のコンポーネントキャリアのアップリンク
タイミングのみがシフトされる。
【０１０３】
　[00126]図１８は、モジュール／手段／コンポーネントの組合せを備える例示的な装置
１８２２を示す概念流れ図１８００である。本装置１８２２はＵＥであり得る。装置１８
２２は、ダウンリンクサブフレームを受信するモジュール１８０２と、アップリンクＴＡ
グループ間の時間差を決定するモジュール１８０４と、ＳＲＳをシンボルの一部分中で選
択的に送信させるモジュール１８０６と、ＳＲＳを送信または抑制させるモジュール１８
０８と、データおよび制御情報を送信または抑制させるモジュール１８１２と、１つまた
は複数のＴＡグループのためのアップリンク送信タイミングを調整し、ｅＮＢにタイミン
グ情報を報告するモジュール１８１４と、送信電力に優先度を付けるモジュール１８１６
と、アップリンクサブフレームの送信を制御するモジュール１８１８と、を含む。
【０１０４】
　[00127]本装置は、上述のフローチャート図１５～図１７中のアルゴリズムのステップ
の各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、上述のフローチャート図１
５～図１７の中の各ステップはモジュールによって実行され得、装置１８２２は、それら
のモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。モジュールは、前述のプロセス／アル
ゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、
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前述のプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装され
るか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体１８３０内に記憶されるか、
またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【０１０５】
　[00128]図１９は、処理システム１９１４を採用する装置１８０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１９００である。処理システム１９１４は、バス１９２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１９２４は、処
理システム１９１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス１９２４は、プロセッサ１９０４、モジュール１
８０４、１８０６、１８０８、１８１０、１８１２、１８１４、およびコンピュータ可読
媒体１９０６によって表される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェア
モジュールを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１９２４はまた、タイミングソー
ス、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが
、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しな
い。
【０１０６】
　[00129]処理システム１９１４はトランシーバ１９１０に結合され得る。トランシーバ
１９１０は１つまたは複数のアンテナ１９２０に結合される。トランシーバ１９１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１９１４
は、コンピュータ可読媒体１９０６に結合されたプロセッサ１９０４を含む。プロセッサ
１９０４は、コンピュータ可読媒体１９０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般
的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１９０４によって実行されたとき、処
理システム１９１４に、特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。コ
ンピュータ可読媒体１９０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１９０４
によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール
１８０４、１８０６、１８０８、１８１０、１８１２、および１８１４のうちの少なくと
も１つをさらに含む。モジュールは、プロセッサ１９０４中で動作するか、コンピュータ
可読媒体１９０６中に常駐する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッ
サ１９０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれ
らの何らかの組合せであり得る。処理システム１９１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり
得、メモリ６６０、および／またはＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、
コントローラ／プロセッサ６５９とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１０７】
　[00130]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１８０２／１８０２’は、タイミン
グアドバンスコマンドを含むメッセージを受信するための手段１８０４と、アップリンク
タイミンググループの数を判断するための手段１８０６と、別のコンポーネントキャリア
上でＳＲＳと同時に、コンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報を送信すべきか
どうかを判断するための手段１８０６、１８１２と、送信のためにＳＲＳを与えるための
手段１８０８と、送信のためにデータまたは制御情報を与えるための手段１８１０と、電
力制御を判断し、実施するための手段１８１２と、ＳＲＳおよび／またはデータまたは制
御情報を送信するための手段１８１４とを含む。
【０１０８】
　[00131]上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成され
た、装置１８０２、および／または装置１８０２’の処理システム１９１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１９１
４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＭＩＭＯプロセッサ６６６と、ＭＩＭＯ検出器６５６と
、ＲＸプロセッサ６５８と、コントローラ／プロセッサ６５９とを含み得る。したがって
、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成
された、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ
６５９とであり得る。メッセージを受信するための手段１８０４は、ＭＩＭＯ検出器６５
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６と、ＲＸプロセッサ６５８と、コントローラ／プロセッサ６５９と、メモリ６８２とに
加えて、少なくとも１つのアンテナまたはアンテナアレイ６５２ａを含み得る。送信する
ための手段１８１４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＭＩＭＯプロセッサ６６６と、コント
ローラ／プロセッサ６５９と、メモリ６８２とに加えて、少なくとも１つのアンテナまた
はアンテナアレイ６５２ｒを備え得る。手段１８０６、１８１２、および１８０８は、ネ
ットワークから受信された制御および構成情報に基づいて、データソース６６２から受信
されたデータを処理するために、ＴＸプロセッサ６６８とＭＩＭＯプロセッサ６６６と変
調器／復調器６５４ｒとの動作を制御するように構成され得る、コントローラ／プロセッ
サ６５９およびメモリ６８２を備え得る。
【０１０９】
　[00132]開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法
の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特
定の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップ
は組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要
素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定される
ものではない。
【０１１０】
　[00133]以上の説明は、本明細書で説明した様々な態様を当業者が実施できるように与
えたものである。これらの態様に対する様々な修正は当業者には容易に明らかになり、本
明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は
、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾しない
全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されていない
限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するもので
ある。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは複数の」を
表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたって説
明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照により本明細書に
明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書に開示す
るいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうか
にかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「のため
の手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクシ
ョンとして解釈されるべきではない。
【０１１１】
　[00134]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによっ
て表され得る。
【０１１２】
　[00135]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハード
ウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロ
ック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関し
て説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装
するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。当業者
は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決
定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【０１１３】
　[00136]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
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回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよ
うな構成として実装され得る。
【０１１４】
　[00137]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ
、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野
で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセ
ッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プ
ロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッ
サおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐し得る。代
替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別コンポーネントとして常駐
し得る。
【０１１５】
　[00138]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで
実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒
体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュー
タ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任
意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用また
は専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気
ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手
段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用
もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができ
る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（Ｄ
ＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェ
ブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波など
のワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およ
びディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録
商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フ
ロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイディスク（disc）を含み、ディ
スク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザ
ーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきで
ある。
【０１１６】
　[00139]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明ら
かとなり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
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く他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設
計に限定されるものではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も
広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定することと、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記アップリンクタイミンググループの数は上位レイヤシグナリング構成に基づいて決
定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　ただ１つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されないとき、前記１つまたは複
数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中で前記ＳＲＳを送信することと、
　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されるとき、前記１つまたは複数
の第２のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で前記ＳＲＳを送信するのを控える
ことと、をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　少なくとも２つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備えるとき、前記１つまたは
複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つ
と同時に、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でＳＲＳを送信するこ
とをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが同じアップリンクタイミンググループに関連する、Ｃ４に記載
の方法。
［Ｃ６］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるアップリンクタイミンググループに関連する、Ｃ４に記
載の方法。
［Ｃ７］
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳと同時に、前記１
つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上で前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つを送信すべきかどうかを前記決定することは、ユーザ機器（ＵＥ）
が、前記ＳＲＳと同時に前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを送
信するのに電力制限されるかどうかにさらに基づく、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＵＥが電力制限されないとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つとを同時に送信することと、
　前記ＵＥが電力制限されるとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうちの
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前記少なくとも１つとを同時に送信するのを控えることと、をさらに備える、Ｃ７に記載
の方法。
［Ｃ９］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミン
グと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミ
ングとの間の差を示す情報を発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に送信することをさらに備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つのためのタイミングアドバ
ンスコマンドを受信することと、
　前記タイミングアドバンスコマンドが適用される場合の、前記１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差に基づいて、前記タイミングアド
バンスコマンドを適用すべきかどうかを決定することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャ
リアのためのものであり、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに前記
タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリ
アのアップリンクタイミングをシフトすることと、
　をさらに備え、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　受信された前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポー
ネントキャリアのためのものであり、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングをシフトすることと、
　をさらに備え、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアの両方のためのタイミングアドバンスコマンドが受信され、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
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コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャ
リアの前記アップリンクタイミングとのうちの少なくとも１つをシフトすることと、
　をさらに備え、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポー
ネントキャリアの前記アップリンクタイミングとのうちの前記少なくとも１つがシフトさ
れる、
　Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差が前記しきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネン
トキャリアの前記アップリンクタイミングのみがシフトされる、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループの
数を決定する手段と、
　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少な
くとも１つを送信すべきかどうかを決定する手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１６］
　前記アップリンクタイミンググループの数は上位レイヤシグナリング構成に基づいて決
定される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　ただ１つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されないとき、前記１つまたは複
数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中で前記ＳＲＳを送信する手段をさらに
備え、
　前記ＳＲＳを送信する前記手段は、前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なく
とも１つが前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送
信されたとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中
で前記ＳＲＳを送信するのを控えるように構成された、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１８］
　少なくとも２つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備えるとき、前記１つまたは
複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つ
と同時に、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳを送信す



(42) JP 5972998 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

る手段をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが同じアップリンクタイミンググループに関連する、Ｃ１８に記
載の装置。
［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるアップリンクタイミンググループに関連する、Ｃ１８に
記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳと同時に、前記１
つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上で前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定する前記手段は、ユーザ機器（ＵＥ）
が、前記ＳＲＳと同時に前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを送
信するのに電力制限されるかどうかにさらに基づく、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記ＳＲＳを送信する前記手段は、
　前記ＵＥが電力制限されないとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つとを同時に送信することと、
　前記ＵＥが電力制限されるとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうちの
前記少なくとも１つとを同時に送信するのを控えることとを行うように構成された、Ｃ２
１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミン
グと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアに関連するアップリンクタイミ
ングとの間の差を示す情報を発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に送信する手段をさらに備える、
Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つのためのタイミングアドバ
ンスコマンドを受信する手段と、
　前記タイミングアドバンスコマンドが適用される場合の、前記１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差に基づいて、前記タイミングアド
バンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する手段と、
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャ
リアのためのものであり、
　前記タイミングアドバンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する前記手段は、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに前記
タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリ
アのアップリンクタイミングをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
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　Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　受信された前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポー
ネントキャリアのためのものであり、
　前記タイミングアドバンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する前記手段は、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第１のコ
ンポーネントキャリアの両方のためのタイミングアドバンスコマンドが受信され、
　前記タイミングアドバンスコマンドを適用すべきかどうかを決定する前記手段は、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャ
リアの前記アップリンクタイミングとのうちの少なくとも１つをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポー
ネントキャリアの前記アップリンクタイミングとのうちの前記少なくとも１つがシフトさ
れる、
　Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差が前記しきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネン
トキャリアの前記アップリンクタイミングのみがシフトされる、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループ
の数を決定することと、
　　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数
のコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で
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サウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうち
の１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少
なくとも１つを送信すべきかどうかを決定することと
　を行うように構成された処理システム
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３０］
　前記アップリンクタイミンググループの数が上位レイヤシグナリング構成に基づいて決
定される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　ただ１つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記処理システムは、前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前
記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されないと
き、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中で前記ＳＲＳを
送信するように構成され、
　前記処理システムは、前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前
記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されるとき
、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で前記ＳＲＳ
を送信するのを控えるように構成された、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３２］
　少なくとも２つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記処理システムは、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つ
または複数の第２のコンポーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備える
とき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報の
うちの少なくとも１つと同時に、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上
で前記ＳＲＳを送信するように構成された、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが同じアップリンクタイミンググループに関連する、Ｃ３２に記
載の装置。
［Ｃ３４］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるアップリンクタイミンググループに関連する、Ｃ３２に
記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記処理システムは、ユーザ機器（ＵＥ）が、前記ＳＲＳと同時に前記データまたは前
記制御情報のうちの前記少なくとも１つを送信するのに電力制限されるかどうかにさらに
基づいて、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳと同時に
、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上で前記データまたは前記制御情
報のうちの前記少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定するように構成された、Ｃ３
２に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記処理システムは、
　前記ＵＥが電力制限されないとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つとを同時に送信することと、
　前記ＵＥが電力制限されるとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうちの
前記少なくとも１つとを同時に送信するのを控えることと、
　を行うように構成された、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記処理システムは、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアに関連する
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアに関連す
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るアップリンクタイミングとの間の差を示す情報を発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に送信する
ように構成された、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記処理システムは、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つのためのタイミングアドバ
ンスコマンドを受信することと、
　前記タイミングアドバンスコマンドが適用される場合の、前記１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差に基づいて、前記タイミングアド
バンスコマンドを適用すべきかどうかを決定することと、
　を行うように構成された、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャ
リアのためのものであり、
　前記処理システムは、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに前記
タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリ
アのアップリンクタイミングをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングがシフトされる、
　Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　受信された前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポー
ネントキャリアのためのものであり、
　前記処理システムは、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記タイミングアドバンスコマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第１のコ
ンポーネントキャリアの両方のためのタイミングアドバンスコマンドが受信され、
　前記処理システムは、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
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　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用することと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャ
リアの前記アップリンクタイミングとのうちの少なくとも１つをシフトすることと、
　を行うように構成され、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポー
ネントキャリアの前記アップリンクタイミングとのうちの前記少なくとも１つはシフトさ
れる、
　Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差が前記しきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネン
トキャリアの前記アップリンクタイミングのみがシフトされる、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　　複数のコンポーネントキャリアのために構成されたアップリンクタイミンググループ
の数を決定するためのコードと、
　　前記アップリンクタイミンググループの数に少なくとも部分的に基づいて、前記複数
のコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で
サウンディング基準信号（ＳＲＳ）と同時に、前記複数のコンポーネントキャリアのうち
の１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少
なくとも１つを送信すべきかどうかを決定するためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体
　を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ４４］
　前記アップリンクタイミンググループの数が上位レイヤシグナリング構成に基づいて決
定される、Ｃ４３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４５］
　ただ１つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されないとき、前記１つまたは複
数の第２のコンポーネントキャリア上のシンボル中で前記ＳＲＳを送信するためのコード
と、
　前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つが前記１つまたは複数の第
１のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で送信されるとき、前記１つまたは複数
の第２のコンポーネントキャリア上の前記シンボル中で前記ＳＲＳを送信するのを控える
ためのコードと、
　をさらに備える、Ｃ４３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４６］
　少なくとも２つのアップリンクタイミンググループが決定され、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるコンポーネントキャリアを備えるとき、前記１つまたは
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複数の第１のコンポーネントキャリア上でデータまたは制御情報のうちの少なくとも１つ
と同時に、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上でＳＲＳを送信するこ
とをさらに備える、Ｃ４３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４７］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが同じアップリンクタイミンググループに関連する、Ｃ４６に記
載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４８］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第２のコ
ンポーネントキャリアとが異なるアップリンクタイミンググループに関連する、Ｃ４６に
記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４９］
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア上で前記ＳＲＳと同時に、前記１
つまたは複数の第１のコンポーネントキャリア上で前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つを送信すべきかどうかを決定することは、ユーザ機器（ＵＥ）が、
前記ＳＲＳと同時に前記データまたは前記制御情報のうちの前記少なくとも１つを送信す
るのに電力制限されるかどうかにさらに基づく、Ｃ４６に記載のコンピュータプログラム
製品。
［Ｃ５０］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記ＵＥが電力制限されないとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうち
の前記少なくとも１つとを同時に送信するためのコードと、
　前記ＵＥが電力制限されるとき、前記ＳＲＳと前記データまたは前記制御情報のうちの
前記少なくとも１つとを同時に送信するのを控えるためのコードと、
　をさらに備える、Ｃ４９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５１］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアに
関連するアップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリア
に関連するアップリンクタイミングとの間の差を示す情報を発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に
送信するためのコードをさらに備える、Ｃ４３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５２］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つのためのタイミングアドバ
ンスコマンドを受信するためのコードと、
　前記タイミングアドバンスコマンドが適用される場合の、前記１つまたは複数の第１の
コンポーネントキャリアのアップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアのアップリンクタイミングとの間の差に基づいて、前記タイミングアド
バンスコマンドを適用すべきかどうかを決定するためのコードと、
　をさらに備える、Ｃ４３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５３］
　前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャ
リアのためのものであり、
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのアップリンクタイミングに前記
タイミングアドバンスコマンドを適用するためのコードと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリ
アのアップリンクタイミングをシフトするためのコードと、
　をさらに備え、
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　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第２のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングがシフトされる、
　Ｃ５２に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５４］
　受信された前記タイミングアドバンスコマンドは前記１つまたは複数の第１のコンポー
ネントキャリアのためのものであり、
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記タイミングアドバンスコマンドを適用するためのコードと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングをシフトするためのコードと、
　をさらに備え、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングはシフトされる、
　Ｃ５２に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５５］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアと前記１つまたは複数の第１のコ
ンポーネントキャリアの両方のためのタイミングアドバンスコマンドが受信され、
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用するためのコードと、
　前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングに
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアのための前記タイミングアドバンス
コマンドを適用するためのコードと、
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差がしきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキ
ャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャ
リアの前記アップリンクタイミングとのうちの少なくとも１つをシフトするためのコード
と、
　をさらに備え、
　前記しきい値以下である、前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記
アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記ア
ップリンクタイミングとの間の差を取得するために、前記１つまたは複数の第１のコンポ
ーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと前記１つまたは複数の第２のコンポー
ネントキャリアの前記アップリンクタイミングとのうちの前記少なくとも１つがシフトさ
れる、
　Ｃ５２に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５６］
　前記１つまたは複数の第１のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングと
前記１つまたは複数の第２のコンポーネントキャリアの前記アップリンクタイミングとの
間の前記差が前記しきい値よりも大きいとき、前記１つまたは複数の第２のコンポーネン
トキャリアの前記アップリンクタイミングのみがシフトされる、Ｃ５５に記載のコンピュ
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